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第２章 鋼橋   

２．１ 鋼橋の設計一般 

 2.1.1 設計の基本 

（1）標準的な I 形断面及び箱形断面のプレートガーダー橋は、「鋼道路橋設計ガイドライン

（案）」により設計を行うこと。 

（2）主桁の設計にあたっては、設計、製作、輸送、架設ならびに維持管理の確実性及び容

易さを考慮した最適の断面を定めるものとする。 

（3）コンクリート系床版を用いる桁橋は、床版コンクリートの合成作用を適切に考慮する。 

（4）計算理論は、原則として任意形平面解析および任意形格子解析によるものとする。 

（5）設計上の仮定は、実際値との照査を行うこと。 

解  

（1）鋼道路橋設計ガイドライン（案）は、構造をできるだけ簡素化し構造を統一すること

により製作の省力化を図る目的で取りまとめたものである。その内容・適用などは、ガ

イドラインの主旨をよく理解した上で使用すること。 

 ガイドラインによる構造のイメージを図－3.2.1 に示す。 

    

   a）従来の構造のイメージ    b）ガイドラインによる構造のイメージ 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.2.1 ガイドラインによる構造のイメージ 

 

（2）主桁断面は、幅員、支間長に応じて、桁配置、桁高および鋼種の選定を適切に行い、

製作、輸送、架設ならびに維持管理上問題のない断面構成としなければならない。 

標準的な鋼橋の形式別の適用支間長や桁高などの推定については、「第 2 編 橋梁計画  

3 章 3.3 橋梁形式の一次選定」の内、表－2.3.9～表－2.3.10 を参照のこと。 

維持管理の確実性及び容易さとは、単に点検など設計段階で予定する維持管理行為に対

する容易さに配慮するだけでなく、点検などの維持管理が困難な部位をできるだけ少な

水平補剛材 1 段 

一体化した連結板 

フィラープレートの使用 

一部材同一間隔 

腹板厚一定 
フランジ幅同一 
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くするなどの配慮をしなければならない。 

（3）コンクリート系床版を有する鋼橋は、「道路橋示方書Ⅱ鋼橋・鋼部材編」14 章の規

定に従い、床版コンクリートの合成作用を適切に考慮した設計を行うことを原則とし、

コンクリート床版と鋼桁との間のずれ止めは頭付きスタッドを標準とする。なお、設計

供用期間を 100 年とした耐久性能照査や最小床版厚の確保、防水層の設置等により、コ

ンクリート床版の耐久性能が向上し床版取り換えのリスクが低減されていることから、

従来実施していた非合成構造としての断面確保は行わないこととする。これを踏まえ、

新設橋設計時には不測の損傷や将来の床版打ち換えを想定した交通の切り回しや半断面

施工の可否、桁補強の実現性等を十分に検討し、対応可能な構造形式を採用することと

する。なお、跨線橋等において交通の切り回しや事前の桁補強等が困難となる場合は、

床版コンクリートの合成作用を考慮しない非合成構造としての照査や、床版取り換え時

の施工ステップを再現した桁断面の照査の実施について、別途主管課と協議する。 

（5）仮定鋼重と実鋼重との差は 5％以内とすること。仮定剛度と実剛度との差は 10％以内

とすること。 

    

 参考文献 ：「鋼道路橋設計ガイドライン（案）」          平成 7 年 10 月 

「鋼道路橋設計ガイドライン（案）Q＆A」    平成 8 年 5 月 
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  2.1.2 鋼材の使用板厚及び材質 

（1）橋梁本体に用いる溶接鋼材は溶接性が確保された JIS G 3106(溶接構造用圧延鋼材)

及び JIS G 3114(溶接構造用耐候性熱間圧延鋼材) 及び JIS G 3140（橋梁用高降伏点

鋼板）のうち SBHS400、SBHS400W 及び SBHS500 及び SBHS500W の規格に適合

する鋼材を使用すること。 

（2）JIS G 3101(一般構造用圧延鋼材)、JIS G 3106 及び JIS G 3114 及び JIS G 3140 の

うち SBHS400、SBHS400W 及び SBHS500 及び SBHS500W の規格に適合する鋼材

を用いるにあたって、 その鋼種及び板厚は次表に基づいて選定するのを標準とする。 

表－3.2.1 板厚による鋼種選定標準 

 

解  

（1）SS400 については板厚 22mm 以下の仮設資材に用いる場合や、二次部材に用いられる

形鋼や薄い鋼板等で SM 材の入手が困難な場合には、事前に化学成分を調査したり、溶

接施工試験等により、溶接性に問題がないことを確認した上で使用することができる。 

        板厚(mm) 

  鋼種 

 

6   8      16      25     32     40    50        100  

非
溶
接 

構
造
用
鋼 

SS400 

                  

溶
接
構
造
用
鋼 

SM400A                   

SM400B                   

SM400C                   

SM490A                   

SM490B                   

SM490C                   

SM490YA                   

SM490YB                   

SM520C                   

SBHS400                   

SM570                   

SBHS500                   

SMA400AW                   

SMA400BW                   

SMA400CW                   

SMA490AW                   

SMA490BW                   

SMA490CW                   

SBHS400W                   

SMA570W                   

SBHS500W                   
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2.1.3 主桁の縦横断骨組配置 

 主桁の骨組は、現場施工性のよいハンチ高一定の考え方を基本とし、縦横断高さ調整

は横桁、対傾構等で行うものとする。 

解  

工場内での縦横断高さ調整が若干複雑になるが、設備が整っている工場内作業であり、現

場作業性を考慮してハンチ高一定を基本とする。 
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２．２ 床版 

 2.2.1 一般 

 床版の設計は「道示Ⅱ．11 章」によるものとする。 

 

 2.2.2 コンクリートの設計基準強度および鉄筋の強度の特性値 

床版設計時のコンクリートの設計基準強度および鉄筋の強度の特性値は以下のとおりと

する。 

（1）コンクリートの設計基準強度 

    主桁と合成作用を考えない床版       σck＝24 N/mm2以上 

     床版にプレストレスを導入する場合  道示Ⅰ編 9.2.3 の規定による 

    主桁と合成作用を考える床版 

     床版にプレストレスを導入しない場合  σck＝27N/mm2以上 

     床版にプレストレスを導入する場合   σck＝30N/mm2以上 

鋼コンクリート合成床版                    σck＝30N/mm2以上 

（2）鉄筋の疲労に対する耐久性能を満足する応力度の制限値 

    SD345        

       引張応力度の制限値                120N/mm2 

圧縮応力度の制限値                200N/mm2 

解  

（1）コンクリートの設計基準強度 

 プレストレストコンクリート部材の設計基準強度は次表以上のものとする。 

 

表－3.2.2 プレストレストコンクリート部材の設計基準強度 

 設計基準強度 

プレテンション方式 36N/mm2 

ポストテンション方式 30N/mm2 

（2）鉄筋の制限値 

 鉄筋は、主鉄筋、配力鉄筋とも重交通による繰り返し荷重及び橋面舗装の輪だち掘れ

等に伴う衝撃の影響を考慮すると同時に、有害なひびわれの発生を防ぐことを目的とし

て道示では疲労に対する耐久性能の照査として、鉄筋の応力度の制限値が明示されてい

る。この制限値は、床版を支持する桁の不等沈下の影響を考慮していない曲げモーメン

トに対する応力度の制限値となっている。これまでの実績を踏まえて、付加曲げモーメ

ントによる鉄筋の応力度が 20N/mm2 以下である場合には、付加曲げモーメントを考慮

しない曲げモーメントに対して、この応力度の制限値を用いることができることとされ

ている。20N/mm2 を超える場合においては個別に制限値等を設定し照査を行う必要が

ある。 
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 2.2.3 床版ハンチ 

 床版には主桁結合部付近のコンクリートに発生する有害なひびわれを防止するため、支持

桁上にハンチを設ける。 

解  

1）ハンチ高は一般的に 70～80mm を標準とする。 

2）80mm 以上の場合には、ハンチ部に用心鉄筋を配置すること。 

3）箱桁上面のハンチは以下の考え方を標準とする。 

      ハンチ高 50mm 未満の場合…打ち下ろしベタハンチとする。 

      ハンチ高 50mm 以上の場合…埋め殺し型枠を使用する。 

4）床版のハンチ傾斜は、1：3 より緩やかにするのが望ましい。1：3 よりきつい場合は図

－3.2.2 に示すように 1：3 までの厚さを床版として有効な断面積とみなす。 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.2.2 ハンチ部の床版の有効厚さ 

 

5）ハンチ形状は図－3.2.3 (b)に示すひび割れが生じにくい構造を基本とする。 

 

 

 

 

      (a) ひび割れが生じやすい構造   (b) ひび割れが生じにくい構造 

図－3.2.3 上フランジが厚い場合のハンチ構造 
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２．３ 鋼橋の連結 

 2.3.1 部材の連結材 

（1）部材の連結は、原則として摩擦接合用トルシア型高力ボルト（S10T）を用いることを

原則とする。 

（2）板厚差のあるフランジの高力ボルト継手は、原則としてフィラープレートを用いて連

結するものとする。 

（3）腹板の高力ボルト継ぎ手は原則としてモーメントプレートとシアープレートを一体化

した連結板を用いる。 

解  

（1）部材の連結は、摩擦接合用トルシア型高力ボルトが一般的であり、これを用いること

を原則とする。ただし、締めつけ作業が出来ないような場合には従来の摩擦接合用高力

ボルト（F10T）を用いて良いこととする。 

（2）フィラーの板厚は厚い側の母材の 1/2 程度かつ 25mm 程度を限度とする。また、最小

厚は 2.3mm とする。(耐候性鋼材の場合は 3.2mm とする。) 

表－3.2.3 フィラープレート厚 

 フィラープレート厚 T(mm) 
使用鋼材 一般鋼材 耐候性鋼材 

板厚差 
⊿t 

1mm 
板厚の薄い側の母材を 

1mmUP する 
(ﾌｨﾗｰﾌﾟﾚｰﾄは使用しない) 

板厚の薄い側の母材を 
1mmUP する 

(ﾌｨﾗｰﾌﾟﾚｰﾄは使用しない) 

2mm T＝2.3mm 
板厚の薄い側の母材を 

2mmUP する 
(ﾌｨﾗｰﾌﾟﾚｰﾄを使用しない) 

3mm T＝3.2mm T＝3.2mm 
4mm T＝4.5mm T＝4.5mm 
5mm T＝4.5mm T＝4.5mm 

6mm 以上 T＝板厚差⊿t と同じ T＝板厚差⊿t と同じ 
フィラープレート 

材質 
SS400 

 一般部 ：SPA-H or SMA400 
 箱桁内面：SS400 

 
（3）腹板の高力ボルト継ぎ手は原則として図－3.2.4(b)に示すモーメントプレートとシアー

プレートを一体化した連結板を用いる。 

 

 

 

 

 

            (a)分離型       (b)一体型 

図－3.2.4 腹板の高力ボルト継手 
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 2.3.2 連結位置 

 主桁の現場継手位置は以下の事項に留意して決定する。 

（1）輸送、架設より制限される部材寸法および重量内とする。 

（2）主桁断面配置から判断して適切な位置とすること。 

（3）主桁の現場継手位置は、垂直補剛材間に配置することを原則とする。 

（4）継手の設計計算に用いる曲げモーメントおよびせん断力は接合線位置のもので良い。 

解  

（1）主桁の現場継手位置は、部材の輸送条件（部材寸法、重量）以内とする。一方、最大

部材重量は現場架設時のクレーン等架設機材設備にも影響するので設計段階で予め検討

しておくのが望ましい。 

（2）現場継手位置は、主桁断面応力に余裕のある位置に設けるものとする。 

（3）やむを得ない場合には、垂直補剛材位置での継手位置となることもあるが、原則とし

ては、主桁の現場継手位置は、垂直補剛材間に配置する。 

（4）継手の設計計算に用いる断面力は、厳密には接合線中心とボルト配置の水平距離差に

よる影響があるが、一般的には影響が少ないので無視して良い。但し、連続桁の中間支

点上付近などのように作用断面力が急変する場合や継手位置での主桁母材の応力に余裕

のない場合などではこの限りではない。 
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2.3.3 部材の輸送 

 部材の最大寸法（幅・高さ・長さ）や輸送重量は、搬入路、架設方法を十分検討し決定す

る。また、工場製作前の鋼板輸送サイズについても考慮すること。 

解  

1）工場製作される桁や部材の寸法および重量は、架橋現場までの搬入路、架設方法等を

考慮して、設計上決定する。 

 一般国道で輸送総重量が 20t 以内の場合には、一般的に高床式セミトレーラで、幅（B）

＝2.5m、高さ（H）＝2.0m、長さ（L）＝12.0m の部材寸法が搬入上可能であるが、主

要地方道や一般県道ないし山岳地などに位置する場合は設計計画時点で輸送部材寸法を

検討すること。輸送上の関係法令は制限基準、許可申請および積載荷姿図などの詳細に

ついては、以下の資料等を参考にするとよい。 

 

① 「輸送マニュアル（陸上編）」 （社）日本橋梁建設協会、（社）鉄骨建設業協会 

② 「デザインデータブック」 （社）日本橋梁建設協会 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.2.5  部材の寸法
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2）箱桁断面の分割時の注意 

1）図－3.2.6（a）は単体で輸送可能の場合であるが、横桁やブラケット取り付け仕口部

寸法 d を出来るだけ小さくしておくこと。 

2）図－3.2.6（b）は 2 分割輸送の場合である。コの字形になるためストラットを取り付

けるなどの配慮が必要である。また、ストラットはトラス状に組むのもよい。 

3）図－3.2.6（c）は 4 分割輸送の場合であり、大形箱桁断面形状の場合の一般的分割方

法となる。 

組み立て時に下フランジを上方から落とし込めるよう 1 ＞ 2 とすることの注意が必

要である。 

 

 

 

 

 

 

(a) 単 体 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 2 分 割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(c) 4 分 割 

図－3.2.6 箱桁の分割 

d 

ストラットをトラス状に設置 

ストラット 5 

5 

④ブロック 

①ブロック 

③ブロック 

②ブロック 

ｌ2 

ｌ1
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２．４ プレートガーダー橋 一般 

 2.4.1 主桁配置 

 主桁の配置に当たっては、大型車両の車輪の軌跡が床版に与える影響を考慮する他、以

下の事項についても十分検討を行った上で決定すること。 

（1）外桁部の張り出し量は適正量とすること。 

（2）斜橋やバチ桁の桁配置は検討を要する。 

（3）荷重分配横桁の間隔は 20m 以内とする（道示Ⅱ13.8.2 条）。 

（4）曲線区間内に直線桁橋を配置する場合は検討を要する。 

解  

（1）車道側床版の張り出し量は地覆幅を含めて RC 床版は 1.5m 程度以下、PC 床版は 3.0m

程度以下とするのが望ましい。曲線橋等で、これを越える場合はブラケットを設けるの

が望ましい。一方、張り出し量が極端に小さいと排水桝の設置が困難になったり、特殊

変形桝が必要になることもあるので、適正な張り出し量を確保するよう桁配置の検討を

行うこと。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.2.7 車道側床版の張り出し量 

1.5m 以下 

(3.0m 以下)  
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（2）斜橋およびバチ桁橋の桁配置は以下の事項に留意して検討する。 

1）斜角θ＝70°以上の場合は、横桁、対傾構は斜め配置とし、斜角θ＝70°未満の場

合は、横桁、対傾構は主桁に直角配置とする（図－3.2.8（a），（b））。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.2.8 横桁の配置 

 

 

2）バチ桁橋で幅員が一定で端部のみ拡幅する場合には、横桁、対傾構を主桁に直角に

配置する。バチ桁橋で両端の幅員が異なる場合には、状況に応じて主桁を放射状に配

置するか、側縦桁とブラケットで処理するかなどを検討する（図－3.2.9）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.2.9 バチ桁橋の桁配置 

 

3）枝桁は通常主構造の格子計算では床組とみなして無視されるが、枝桁に支承がある

場合は格子計算に入れるものとする。また、床版に悪影響を起こさないよう強固な対

傾構を用いる必要がある。 

 

主桁を放射状に配置する場合 

（各主桁の剛度が均等になるように配置する） 

 

幅員が変化する場合 
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（3）荷重分配桁は、20m 以下に配置すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.2.10  荷重分配桁の配置 

 

（4）曲線区間で直線桁ないし中間支点部折れ桁配置とする場合には、支点部および径間中

央部での床版張出し量を十分検討して桁配置の決定を行うこと。 

図－3.2.11 において、a，b≦1.5m、c，d≧0.6m 程度が望ましい。 

   

 

 

 

 

 

 

 

図－3.2.11  曲線区間内の桁配置 

 

 PC 床版を有する場合は、場所打ち床版の施工性、鉄筋組み、プレファブ鉄筋化、横

締め PC 鋼材の曲げ上げ、曲げ下げなど偏心配置の精度管理が困難となるため、設計・

施工性の観点から図－3.2.12 に示すように道路線形なりの桁配置を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.2.12 PC 床版を有する桁の曲線区間の主桁配置 

20m 以下 

荷重分配横げた 

地覆線 
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 2.4.2 主桁の断面変化 

 主桁の断面変化は原則として継手位置で行うものとし、その間は板継ぎ溶接のない同一断

面とし、現場継手位置は、一部材の重量、輸送長等を勘案して定めるものとする。 

解  

主桁の断面変化は、現場連結位置において行うものとする。 
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 2.4.3 吊金具 

 足場用吊金具は、RC 床版打設、塗装作業および架設後の維持管理を考慮し、工場製作の

段階で取付けるものとする。 

解  

 足場用吊金具は下図に示す 2 タイプとし、設置間隔は A2 タイプで 1.8m 以下、B タイプ

で 1.0m 以下とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(a)A2 タイプ             (b)B タイプ 

図－3.2.13 吊金具詳細図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(a)鈑桁                 (b)箱桁 

図－3.2.14 吊金具取付け位置図 

桁高が 1.8m 以上の場合は、

中断にもA2タイプ金具を設

けること。 

桁高が 1.8m 以上の場合は、 
中断にも A2 タイプ金具を設ける。 

(a)A2 タイプ (b)B タイプ 
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 2.4.4 桁端部の形状 

（1）I 断面プレートガーダーの支点からの張出し量は、付属物の大きさ、橋梁形式、斜角、

支承構造等を考慮して決定するものとする。 

（2）桁端ウェブは橋台上の維持管理における点検の利便性を考慮し、主桁には切欠きを設

けたり下部構造側のパラペットに切り欠きを設けることを原則とする。 

（3）桁端部の主桁や支承に雨水が流れ込むことを防止するため、桁端部のウェブに水切り

を設けるとともに、縦断勾配が低い側の支承部前面には、下フランジに止水板を設ける。 

解  

 （1）桁端部における支点からの張出し量は、下記の項目を考慮して総合的に決定する。 

・主桁および支承の構造 

・桁端から下部構造頂部縁端までの桁の長さ  

・付属構造（伸縮装置、落橋防止装置）との取合い 

 

（2）主桁の桁端ウェブは図－3.2.15 を参考に点検の利便性を考慮し、切欠きを設ける。切

り欠き形状は支承の形状寸法や遊間、桁かかり長等を考慮して決定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a)パラペット切り欠き b)桁端切り欠き① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

c)桁端切り欠き② 

図－3.2.15 桁端ウェブの切欠き形状の例 
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（3）桁端部は雨水や土砂堆積により腐食しやすい環境である。伸縮装置や主桁を伝わって

雨水が流れ込むことを防止するため、水切り板や止水板を設置する。水切り・止水板の

設置位置は、下部工検査路や歩道上空等は避けるなど、交差条件等を踏まえる必要があ

る。 

 

 

 

図－3.2.16 桁端部の止水形状の例 
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2.4.5 横構の配置 

 横構は、主桁本数に応じて適切に配置すること。 

解  

   横構の標準的な配置は図－3.2.17 のとおり。 

 

 

 

 

 3 主桁 

 

 

 

4 主桁 

 

 

 

 5 主桁 

 

 

（a）直橋の場合 

 

 

 4 主桁   4 主桁 

 

 

 

 5 主桁  5 主桁 

 

 

 

（b）斜橋で斜角 70°以上の場合 （c）斜橋で斜角 70°未満の場合 

 

図－3.2.17 横構の標準的配置 
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2.4.6 I 桁橋主桁断面構成 

I 桁橋の主桁断面を構成する際は、以下の項目に注意すること。 

（1）フランジの最大幅は主桁高の 1／3 程度以内とする。 

（2）フランジの最小幅は 210mm 以上かつ、主桁高の 1／5 程度以上とする。 

解  

（1）フランジ幅を腹板高に比してあまり大きくすると、せん断遅れによりフランジ断面の

応力分布が均一でなくなる恐れがあり、最大幅の規定を行った（道示Ⅱ13.2.2、13.3.4

参照のこと）。 

（2）フランジ連結断面にて、最小縁端距離（emin）40mm と現場でのボルト締め作業性か

らのセンターゲージの最小（cmin）を 130mm 確保することより、最小幅（Bmin）とし

て 210mm の規定を設けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.2.18  フランジ最小幅 

 

 フランジ幅の最小値は輸送、架設中の剛性確保、支承との取合い、鋼桁との合成作

用を考慮する場合のスタッドの配置等を考慮すると 1／5 程度以上とするのがよい。 
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2.4.7 細部構造 

（1）垂直補剛材 

垂直補剛材は曲げモーメントの状態を考慮して形状、溶接を決定する。 

（2）水平補剛材 

水平補剛材を設置する場合は 1 段を基本とし、垂直補剛材と同一面に取り付けるの

を基本とする。 

曲げモーメントの交番部は上下ともに水平補剛材を配置する。 

（3）連結部付近の短い水平補剛材 

連結部付近の短い水平補剛材は省略が可能か検討を行う。 

（4）連結板 

連結板の幅はフランジから 5mm 控えるものとする。 

腹板の上下縁から第一ボルトまでの距離は 110mm を標準とする。 

解  

（1）垂直補剛材は曲げモーメントの状態によって図－3.2. 19 に示す形状、溶接とする。補

剛材がフランジの縁端から突出する場合は、15mm 内側の位置から角を落とす。 

   支点上補剛材のすみ肉溶接サイズは、応力計算から決定する。支点上補剛材下端は、

完全溶け込み溶接とする。また、補剛材は橋軸中心線側に取り付けるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.2. 19  垂直補剛材の形状・溶接 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.2.20 垂直補剛材の配置 
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（2）水平補剛材を設ける場合には、1 段を基本とする。ただし、中間支点部等において水平

補剛材段数を増やすことで、前後の腹板厚が同一に出来る場合は、増やすことも検討する。 

 水平補剛材の配置は、一般的に製作性を考慮して垂直補剛材と同じ面に取り付けるが、そ

の裏面に長尺物で取り付けても良い。 

 連続桁の死荷重による曲げモーメント符号が変化する区間では、垂直補剛材 4 パネル、ま

たは 1 対傾構間隔程度の範囲について図－3.2.21 に示すように上下ともに水平補剛材を配置

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.2.21 交番部の水平補剛材の上下配置 

  

 水平補剛材と垂直補剛材との離れは、溶接、塗装の施工性を考慮して、図－3.2.22 の

ように 35mm 程度とする。ただし、垂直補剛材が斜めの場合は、溶接施工に留意して間

隔を決める。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.2.22 水平補剛材と垂直補剛材の間隔 
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水平補剛材と連結板との隙間は図－3.2.23 のように 20mm 程度を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.2.23 水平補剛材と連結板の間隔 

 

中間支点近傍等の水平補剛材と横構ガセットプレートが近接し 100mm以下となる場合は、

溶接の施工性の観点から、図－3.2.24 のように横構ガセットプレートと水平補剛材を

ラップさせない 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.2.24 水平補剛材と横構ガセットプレートとの取り合い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 補剛材とガセットの距離が 100 以上の場合 (a) 補剛材とガセットの距離が 100 以下の場合 
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（3）連結部付近の短い水平補剛材の省略については、腹板幅厚比(h/tw)から限界アスペク

ト比(α’)を求め、パネルのアスペクト比(a/h)から省略が可能か図－3.2.25 より検討を行

うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.2.25 限界アスペクト比の照査 

 

（4）連結板の幅はフランジからはみ出すことが防錆上好ましくないため、図－3.2.26 のよ

うにフランジの端部から 5mm 控えるものとする。 

 腹板の上下縁から第一ボルトまでの距離は高力ボルト締め付けを考慮し、110mm を

標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.2.26 フランジ連結板       図－3.2.27 腹板第一ボルトまでの距離 

13
0 

限界アスペクトα’ 
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2.4.8 箱桁橋 

（1）箱桁の断面構成 

箱桁の断面構成は、構造性や製作・輸送・架設といった施工性及び維持管理の確実

さを検討の上決定する。 

（2）縦リブおよび横リブ 

1）縦リブはフランジと同材質とし、原則として主桁の有効断面に組み込む。 

2）縦リブはフランジに直角に取り付ける。 

3）引張フランジ側には横リブは設ける必要はないが、製作架設時の断面変形を防ぐ目

的でダイヤフラム間に１本以上配置する。 

（3）支承配置 

箱桁の支承配置は、原則として 1 主桁 1 支承とする。 

解  

（1）① 輸送面より、最大部材幅は 3.0m 以内であり、箱桁の断面構成は下記の組み立てが

標準となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.2.28 箱桁の断面構成 
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 ② 箱桁の最小寸法は、桁内部の作業性より以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

図―3.2.29 箱桁の最小寸法 

 

③ 下フランジ突出幅は、床版型枠支保工の有無により以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（a）支保工が必要な場合  b）支保工が不要な場合 

図－3.2.30 下フランジ突出幅 

 

（2）2）溶接作業性からフランジ面に直角とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.2.31 縦リブのフランジ取り付け 

 

3）引張フランジ側は座屈の問題を生じないので横リブを設ける必要がないため、引張

フランジ側には原則として横リブは設けないこととしていたが、製作架設時において

断面変形を防ぐ目的で必要となることから、設計段階から設けるものと改訂した。 
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（3）支承配置 

箱桁は、支点に作用する捩りモーメントが大きい為、1 主桁 2 支承とすると負反力

が発生する恐れがあり、1 主桁 1 支承を原則とする。 

単箱桁橋の場合は 2 支承とするが、曲線単箱桁で負反力が発生する場合は、アウト

リガーなどの検討を行い、負反力を発生しない構造を採用することが望ましい。 

 

2.4.9 細部構造 

（1）スカラップ 

 横リブの縦リブ貫通用スカラップは縦リブ最大板厚にて決定する。 

（2）横リブ 

 横リブにはフランジを設けて、垂直補剛材に取り付けるものとする。 

（3）ダイヤフラム 

 ダイヤフラムは充腹板方式を標準とし、支点上を除き、箱桁に直角に設ける。 

（4）連結板 

 1）連結板の幅は I 桁と同様、端部から 5mm 控える。 

 2）縦リブ孔は拡大孔とし、引張領域の断面欠損分は主桁フランジにて負担するものと

する。 

解  

（1）横リブの縦リブ貫通用スカラップは、直接輪荷重が載荷されない場合は図－3.2.32 の

ような形状とし縦リブと横リブの溶接は行わないものとする。直接輪荷重が載荷される

場合には、横リブと縦リブを溶接する構造を採用する。ただし、床版打ち下ろし部は、

直接輪荷重が載荷されないものとし、縦リブと横リブの溶接は行わなくてよいものとす

る。 

   箱桁内は特に狭く、暗い作業環境におかれているので、まわし溶接や、塗装時などの

作業性を考慮し、縦リブ最大板厚＋70mm のサイズを標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.2.32 スカラップ詳細図 
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（2）圧縮フランジの横リブ形状は道示Ⅱ4.2.5 に従い、縦リブと共に必要な剛性を求めて決

定する。横リブのフランジと縦リブの先端との距離 e は溶接施工性、ガス切断のひずみ

防止およびハンドリング等を考慮し 100mm 程度以上を確保する。また、引張フランジの

横リブの構造は圧縮側に準ずる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.2.33 横リブ形状 

 

（3）中間ダイヤフラムは図－3.2.34 に示すように充腹板方式を標準とし、貫通孔の補強リ

ブは材片数を少なくするため、(a)の片側取り付けを標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.2.34 中間ダイヤフラム形状 
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 ダイヤフラムは箱桁の形状保持に重要なものであるため、支点上のダイヤフラムを除

き、腹板に直角に設ける。また、製作上の観点から、1 部材中に 2 箇所以上のダイヤフ

ラムを設けるのが望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (a)斜橋の場合のダイヤフラム配置     (b)曲線桁の場合のダイヤフラム配置 

 

図－3.2.35 ダイヤフラム配置図 
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（4）1）フランジ連結板は I 桁の現場継手と同様に、防錆上好ましくないため、フランジの

端部から 5mm 控えるものとする。 

2）縦リブは設置間隔が狭く、仮組時の孔合わせが困難なので、所定の孔径より 1 サイ

ズアップの孔径とするのがよい。その場合、孔引き照査も 1 サイズアップの孔径控除で

照査し、フランジにて負担するものとする。また、フランジと縦リブの端部は、まわし

溶接を確実に行うため、10mm 程度控えるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.2.36 連結部詳細 
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2.4.10 箱桁内・床版型枠埋め殺し部の排水 

（1）箱桁内の排水 

 箱桁内部は滞水に配慮し、端部には水抜き孔を設ける。 

（2）床版型枠埋め殺し部の排水 

 床版型枠埋め殺し部にも滞水するため、排水構造を設置する。 

解  

（1）箱桁の内部は高湿度となるため、結露水などの滞水に配慮する必要がある。内部には

水の通り抜けの路をつくり、端部では図－3.2.37 に示すような外部に排水するための水

抜き孔を設置し、水切りのための孔あきプレートを溶接する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.2.37 箱桁端部の水抜き孔 

 

（2）床版型枠埋め殺し部にも滞水するため、図－3.2.38 に示すような排水構造を、縦断勾

配が低くなる側の桁端部および上フランジ連結板の縦断勾配の高い側に設置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.2.38 上フランジ水抜き構造詳細 

30
 

30
 

 E－E  

 D－D  
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2.4.11 マンホール 

 箱桁には架設作業、内面塗装、内部点検用にマンホールを設けるものとする。 

解  

架設作業、内面塗装、内部点検時の箱桁内部への進入用として、マンホールを設ける。桁

端部のダイヤフラム、中間支点部内側腹板に内開き形式のマンホールを設置することを基本

とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.2.39 内開き形式マンホール詳細 

 

連続箱桁等で桁長が大きく完成後には使用しない工事用マンホールを設置する場合には

取り外し形式とし、比較的応力に余裕のある部分の上フランジに設置する。また、連結ボル

トは締め付けを完全に行えるよう M20 以上とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.2.40 取り外し形式マンホール詳細 
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2.4.12 ハンドホール 

 箱桁には架設作業用に各連結付近にハンドホールを設置する。 

解  

ハンドホールは架設作業時のエアホースの差し入れ、およびボルト類の受け渡しを行うた

め、各連結位置の約 1m 以内に設置する。取付位置は上フランジ上面とし、補強プレートを

外側に取り付け、架設中に箱桁内部に雨水が流入しにくいようにする。箱桁断面の桁高が高

い場合、桁内に足場板等を搬入出する必要があるため、ハンドホール形状を幅の広い H-B

タイプとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(a)H-A タイプ          (b)H-B タイプ 

図－3.2.41 ハンドホール形状 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.2.42 上フランジの補強板設置位置 

雨水 

補強板 

上フランジ 
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２．５ 曲線橋 

 2.5.1 曲線橋の主桁構造 

 曲線橋の主桁構造は、支間長および曲率半径より、適切な構造形式を選定すること。 

解  

   曲線橋の主桁形式の主なものを図－3.2.43 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （a）I 桁並列橋 （b）箱桁並列橋 （c）単箱桁橋 

 

図－3.2.43 曲線橋の主桁形式 

 

 上記の形式の選択基準として、「主桁の剛性が等しい直線橋に比較して、たわみの増加が

5％以下となるような条件」を考慮する場合、図－3.2.44 のようになるとされている（参考

文献 3－61 頁参照。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.2.44 曲線橋の主桁形式の選択基準 

単箱げた橋Φ＜0.36＋0.12(γ－0.5) 

 

2 箱げた橋Φ＜0.24＋0.4(γ－0.2) 

 

Iげた並列橋Φ＜0.09＋1.0(γ－0.05) 

中心角 Φ(Rad) 

ね
じ
り
曲
げ
剛
比

 

5%以内
の領域 

たわみ増が 
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ただし図－3.2.44 において、 

 

φ＝      ：中心角（rad）， L：支間（cm）， R：半径（cm） 

 
 
                                  ：ねじり曲げ剛比 
 
 E ：弾性係数（kN/cm2） G ：せん断弾性係数 （kN/cm2） 

 Iy ：断面二次モーメント （cm4） JT ：純ねじり抵抗係数 （cm4） 

 Cw ：そりねじり抵抗係数 （cm6） 

 

 主桁形式の選択は幅員の大きさにも関係するが、上図の基準に従うと、その目安は表－3．

2.4 のとおりとなる。 

 

  表－3.2.4 中心角と橋梁形式 

中心角φ 形式 

5°～15° I 桁並列橋 

15°～20° 箱桁並列橋 

20°～25° 単箱桁橋 

 

 

支間長および曲線半径から主桁構造形式を選定する場合の目安は、図－3.2.45 のとおりと

なる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.2.45 支間長、曲線半径による主桁構造形式の選定図 

 L 

 R 

         GJT＋ECw（π／L）2  
                 EIy 

γ＝ 
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［参考文献］ 

「ねじり定数比とねじり曲げ剛比から考察した曲線桁橋設計法への一提言」 

小松定夫、中井 博、田井戸米好   土木学会論文報告集第 224 号  1974 年 4 月 

 参考として、幅員 7m の橋梁構造物を一例とした、支間長、曲線半径による主桁構造形式

の選定図を図－3.2.46 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.2.46 支間長、曲線半径による主桁構造形式の選定図例 
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2.5.2 直線橋との断面力、たわみ、反力などの概略比較 

 I 桁並列橋、箱桁並列橋の場合は、同形式の直線橋と比較した曲げモーメント、たわみ、

反力等の変化率を示すと図－3.2.47 ようになる。 

解   

   これらを利用すると中心角φより、概略の断面算定の目安を得ることが出来る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （a）3―I 形主桁 （b）4―I 形主桁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （c）2 箱桁 （d）3 箱桁 

図－3.2.47 曲線桁の曲げモーメント、たわみ、反力と中心角φとの関係図例 

［出典資料］「鋼道路橋設計便覧」（昭和 55 年 8 月改訂）   （社）日本道路協会 
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2.5.3 曲線橋の横桁 

  曲線橋の横桁は、ねじりの伝達機構の上で重要な役割を果たすので、原則として充腹構造

で十分剛性の大きなものとし、主桁とは剛結する。 

解  

I 桁並列橋の横桁間隔は、付加応力を小さくするため、4～5m とするのが良い。 
また、連続桁で中間支点上で折れ桁構造とする場合、十分剛な横桁を設けること。 
 
 

  2.5.4 曲線橋の横構 

  I 桁並列の曲線橋では、架設時および完成後の転倒、座屈などねじり耐力を上げるため上

下に横構を設置することを原則とする。 
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２．６ 鋼橋の塗装 

  塗装系は架橋地点の環境や、工場塗装と現場塗装の管理などを考慮して｢道路橋示方書｣

および「鋼道路橋防食便覧」により決めることを原則とする。 

解  

一般的に外面の塗装は、架設地点の環境に応じて塗装系の選定を行うが、次のいずれか

に該当する場合は塗装系の検討を行うこと。 

 （1）架橋地点が特殊な腐食環境にある場合。 
（2）外面塗装について 

・一般外面塗装系には架橋地点の腐食環境の厳しさに十分耐えられる防食性能を有し

ていると同時に美観・景観性をできるだけ長期間保つために耐侯性の良好な上塗り

塗料を用いた C－5 塗装系を適用することを標準とする。 
 

表－3.2.5 C－5 塗装系 

塗装工程 塗料名 
使用量 
(g/m2) 

目標膜厚 
(μm) 

塗装間隔 

製
鋼 

工
場 

素地調整 ブラスト処理 ISO Sa2 1/2 
4 時間以内 

ﾌﾟﾗｲﾏｰ 無機ジンクリッチプライマー 160 (15) 

6 ヶ月以内 

橋
梁
製
作
工
場 

2 次素地調整 ブラスト処理 ISO Sa2 1/2 

4 時間以内 

防食下地 無機ジンクリッチペイント 600 75 

2 日～10 日 

ﾐｽﾄｺｰﾄ エポキシ樹脂塗料下塗 160 － 

1 日～10 日 

下塗 エポキシ樹脂塗料下塗 540 120 

1 日～10 日 

中塗 ふっ素樹脂塗料用中塗 170 30 

1 日～10 日 
上塗 ふっ素樹脂塗料上塗 140 25 

注）.1 使用量はスプレーの場合を示す。 
注）.2 プライマーの膜厚は総合膜厚に加えない。 

注）.3 隠蔽力が劣る有機着色顔料を使用した塗色の上塗りは 2 回以上塗装する必要がある。 
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・一般環境に架設する場合で特に LCC を考慮する必要のない場合や、20 年以内に架

け替えが予定されている場合などでは A－5 塗装系を適用してもよい。 

 
表－3.2.6 A－5 塗装系 

塗装工程 塗料名 
使用量 
(g/m2) 

目標膜厚 
(μm) 

塗装間隔 

製
鋼 

工
場 

素地調整 ブラスト処理 ISO Sa2 1/2 
4 時間以内 

ﾌﾟﾗｲﾏｰ 長ばく形エッチングプライマー 130 (15) 

3 ヶ月以内 

橋
梁
製
作
工
場 

2 次素地調整 動力工具処理 ISO St3 

4 時間以内 

下塗 鉛・クロムフリーさび止めペイント 170 35 

1 日～10 日 

下塗 鉛・クロムフリーさび止めペイント 170 35 

～6 ヶ月 

現
場 

中塗 長油性フタル酸樹脂塗料中塗 120 30 

2 日～10 日 
上塗 長油性フタル酸樹脂塗料上塗 110 25 

注）.1 使用量はスプレーの場合を示す。 
注）.2 プライマーの膜厚は総合膜厚に加えない。 
注）.3 隠蔽力が劣る有機着色顔料を使用した塗色の上塗りは 2 回以上塗装する必要がある。 
 
 

（3）内面塗装について 

・箱桁や鋼製橋脚などの閉断面部材の内面は外部環境の腐食作用を受けることは少な

いが、結露や漏水等により部材内に滞水した水により鋼材が腐食しやすい。また、

部材内面は塗膜の点検機会が少なく塗替えも容易でないので、耐水性に優れた内面

用変性エポキシ樹脂塗料を厚く塗付して塗膜の防食効果を長期間維持できる D－5

塗装系を適用することがよい。内面の色相は点検時の照明効果を良くするため明色

仕上げすることがよい。一般外面の塗装系が A－5 塗装系の場合には、内面用には

D－6 塗装系を適用することがよい。 
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表－3.2.7 D－5 塗装系 

塗装工程 塗料名 
使用量 
(g/m2) 

目標膜厚 
(μm) 

塗装間隔 

製
鋼 

工
場 

素地調整 ブラスト処理 ISO Sa2 1/2 
4 時間以内 

ﾌﾟﾗｲﾏｰ 無機ジンクリッチプライマー 160 (15) 

6 ヶ月以内 

橋
梁
製
作 

工
場 

2 次素地調整 動力工具処理 ISO St3 

4 時間以内 

第 1 層 変性エポキシ樹脂塗料内面用 410 120 

1 日～10 日 
第 2 層 変性エポキシ樹脂塗料内面用 410 120 

注）プライマーの膜厚は総合膜厚に加えない。 

 

表－3.2.8 D－6 塗装系 

塗装工程 塗料名 
使用量 
(g/m2) 

目標膜厚 
(μm) 

塗装間隔 

製
鋼 

工
場 

素地調整 ブラスト処理 ISO Sa2 1/2 
4 時間以内 

ﾌﾟﾗｲﾏｰ 長ばく形エッチングプライマー 130 (15) 

6 ヶ月以内 

橋
梁
製
作 

工
場 

2 次素地調整 動力工具処理 ISO St3 

4 時間以内 

第 1 層 変性エポキシ樹脂塗料内面用 410 120 

1 日～10 日 
第 2 層 変性エポキシ樹脂塗料内面用 410 120 

注）プライマーの膜厚は総合膜厚に加えない。 
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（4）鋼床版・コンクリート接触面の塗装について 

 鋼床版裏面は、グースアスファルト舗装時に 180℃程度まで温度が上昇するので耐

熱性に優れていることが必要である。よって、外面には耐熱性に優れている無機ジン

クリッチペイント、エポキシ樹脂塗料、ふっ素樹脂塗料を用いた一般外面の C－5 塗

装仕様を、内面には内面用 D－5 塗装仕様を適用することがよい。なお、鋼床版上面

は舗装の施工までにさびが生じることが多く、さび汁発生の原因となるだけでなく、

グースアスファルト舗装面のケレンなどの処理の際に、附近に粉塵をまき散らすこと

になり好ましくないので、防せいのため無機ジンクリッチペイントを 30μm 塗付す

る。このため二次素地調整はブラスト処理する。また、主桁上フランジ上面などのコ

ンクリート接触部は、さび汁による汚れを考慮し無機ジンクリッチペイントを 30μ

m 塗付する。 

（5）現場継手部塗装について 

1）現場ボルト接合部の塗装 

  場連結部は、塗料が付きにくく一般部に比べ塗膜の弱点となりやすいので長期耐

久性に必要な膜厚確保のため超厚膜形エポキシ樹脂塗料を用いた外面：F－11、内

面：F－12 塗装仕様を適用するのがよい。 

 
表－3.2.9 F－11 塗装系 

塗装工程 塗料名 
使用量 
(g/m2) 

目標膜厚 
(μm) 

塗装間隔 

製
鋼 

工
場 

素地調整 ブラスト処理 ISO Sa2 1/2 
4 時間以内 

ﾌﾟﾗｲﾏｰ 無機ジンクリッチプライマー 160 (15) 

6 ヶ月以内 

工
場 

塗
装 

2 次素地調整 ブラスト処理 ISO Sa2 1/2 

4 時間以内 
防食下地 無機ジンクリッチペイント 600 75 

現
場
塗
装 

素地調整 動力工具処理 ISO St3 
4 時間以内 

ﾐｽﾄｺｰﾄ 変性エポキシ樹脂塗料下塗 160(130) － 

1 日～10 日 

下塗 超厚膜形エポキシ樹脂塗料 1100(500×2) 300 

1 日～10 日 

中塗 ふっ素樹脂塗料用中塗 170(140) 30 

1 日～10 日 
上塗 ふっ素樹脂塗料上塗 140(120) 25 
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表－3.2.10 F－12 塗装系 

塗装工程 塗料名 
使用量 
(g/m2) 

目標膜厚 
(μm) 

塗装間隔 

製
鋼 

工
場 

素地調整 ブラスト処理 ISO Sa2 1/2 
4 時間以内 

ﾌﾟﾗｲﾏｰ 無機ジンクリッチプライマー 160 (15) 

6 ヶ月以内 

工
場 

塗
装 

2 次素地調整 ブラスト処理 ISO Sa2 1/2 

4 時間以内 
防食下地 無機ジンクリッチペイント 600 75 

現
場
塗
装 

素地調整 動力工具処理 ISO St3 
4 時間以内 

ﾐｽﾄｺｰﾄ 変性エポキシ樹脂塗料下塗 160(130) － 

1 日～10 日 
下塗 超厚膜形エポキシ樹脂塗料 1100(500×2) 300 

注）.1 塗料使用量：スプレーとし、(＊＊＊)ははけ、ローラー塗りの場合を示す。 

注）.2 母材と連結板の接触面は、工場塗装の無機ジンクリッチペイントまで塗布する。
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2）現場溶接部の塗装 

外面および内面の溶接部には外面：F－13、内面：F－14 塗装仕様を適用するのが

よい。 

 桁の連結部は、一般部に比べて発錆が早い。このため、現場接合の後の塗装には、

長期耐久性に必要な膜厚確保のため超厚膜形エポキシ樹脂塗料を塗装する。 

 なお、溶接部の塗装範囲は、塗装品質を確保するために必要な範囲と溶接焼けを生

じる範囲を考慮して、開先面から概ね 10cm 程度の部分とする。 
表－3.2.11 F－13 塗装系 

塗装工程 塗料名 
使用量 
(g/m2) 

目標膜厚 
(μm) 

塗装間隔 

現
場
塗
装 

素地調整 ブラスト処理 ISO Sa2 1/2 
4 時間以内 

下塗 有機ジンクリッチペイント 600(300×2) 75 

1 日～10 日 

下塗 変性エポキシ樹脂塗料下塗 240(200) 60 

1 日～10 日 

下塗 変性エポキシ樹脂塗料下塗 240(200) 60 

1 日～10 日 

中塗 ふっ素樹脂塗料用中塗 170(140) 30 

1 日～10 日 
上塗 ふっ素樹脂塗料上塗 140(120) 25 

 
表－3.2.12 F－14 塗装系 

塗装工程 塗料名 
使用量 
(g/m2) 

目標膜厚 
(μm) 

塗装間隔 

現
場
塗
装 

素地調整 ブラスト処理 ISO Sa2 1/2 
4 時間以内 

下塗 有機ジンクリッチペイント 600(300×2) 75 

1 日～10 日 
下塗 超厚膜形エポキシ樹脂塗料 1100(500×2) 300 
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3）A 塗装系の現場連結部の塗装 

 A 塗装系の現場連結部には、外面：F－15、内面：F－16 塗装仕様を適用するのがよい。 
 

表－3.2.13 F－15 塗装系 

塗装工程 塗料名 
使用量 
(g/m2) 

目標膜厚 
(μm) 

塗装間隔 

現
場
塗
装 

素地調整 動力工具処理 ISO St3 
4 時間以内 

下塗 鉛・クロムフリーさび止めペイント (140) 35 

1 日～10 日 

下塗 鉛・クロムフリーさび止めペイント (140) 35 

1 日～10 日 

下塗 鉛・クロムフリーさび止めペイント (140) 35 

1 日～10 日 

中塗 長油性フタル酸樹脂塗料中塗 (120) 30 

2 日～10 日 
上塗 長油性フタル酸樹脂塗料上塗  (110) 25 

 
表－3.2.14 F－16 塗装系 

塗装工程 塗料名 
使用量 
(g/m2) 

目標膜厚 
(μm) 

塗装間隔 

現
場
塗
装 

素地調整 動力工具処理 ISO St3 
4 時間以内 

下塗 変性エポキシ樹脂塗料下塗 240(200) 60 

1 日～10 日 
下塗 超厚膜形エポキシ樹脂塗料 1100(500×2) 300 
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（6）コンクリート接触面および摩擦接合面の塗装について 

1）一般橋梁 コンクリート接触面 

基本方針･･･無機ジンクリッチペイント 30μm 塗付 

 

一般橋梁のコンクリート接触面は、「鋼道路橋防食便覧 H26 年 3 月 日本道路協

会」に従い、さび汁による桁の汚れを発生することを考慮し、無機ジンクリッチペイ

ント 30μm 塗付することを基本とする。 

 

        鋼道路橋防食便覧 H 26 年 3 月 日本道路協会 PⅡ-35 より抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    一般橋梁 鈑桁                   一般橋梁 箱桁 

 

図－3.2.48 コンクリート接触面の塗装位置 

床版 
コンクリート接触面 
無機ジンク 30μm 

床版 

コンクリート接触面 
無機ジンク 30μm 

型枠埋殺し部：D-5 
錆汁にて桁の汚れが生じる 

外面：C-5 
錆汁にて桁の汚れが生じる 
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2）一般橋梁 摩擦接合面 

基本方針･･･無機ジンクリッチペイント 50μm 塗付(接触面の合計乾燥膜厚 

100～200μm) 

 

一般橋梁の摩擦接合面は、道路橋示方書に従い、現場塗装開始前までのさびの

発生を防止するとともに、現場塗装時の素地調整作業を容易にできるため、無機

ジンクリッチペイントを塗付することを基本とする。 

また、道路橋示方書によれば、接触面に無機ジンクリッチペイントを塗付する

場合、接触面を塗装しない場合と比較して、摩擦接合用ボルトの許容力を大きく

確保できるため、継手のボルト本数の低減に効果があるため、無機ジンクリッチ

ペイントを塗付することを基本とする。 
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3）耐候性鋼橋梁 コンクリート接触面 

基本方針･･･無機ジンクリッチペイント 30μm 塗付 

 

耐候性鋼橋梁のコンクリート接触面は、摩擦接合面や埋め殺し型枠箇所等が内面

塗装仕様となるため、錆汁による桁の汚れを考慮しコンクリート接触面は無機ジン

クリッチペイントを 30μm 塗付するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

耐候性鋼橋梁 鈑桁                 耐候性鋼橋梁 箱桁 

図－3.2.49 耐候性鋼橋梁 コンクリート接触面位置 

 

 

 

4）耐候性鋼橋梁 摩擦接合面 

基本方針･･･無機ジンクリッチペイント 50μm 塗付(接触面の合計乾燥膜厚 

100～200μm) 

 

耐候性鋼橋梁の摩擦接合面についても、一般橋梁と同様に継手のボルト本数の

低減に効果があるため、無機ジンクリッチペイントを塗付することを基本とする。 

 

 

床版 

床版 

コンクリート接触面 
無機ジンク 30μm 

型枠埋殺し部：D-5 
錆汁により桁の汚れが生じる 

一般外面：耐候性裸仕様 
錆汁により桁の汚れは生じない 

外面：耐候性裸仕様 
錆汁により桁の汚れは生じない 桁端：D-5 

錆汁により桁の汚れが生じる 
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（6）塗装記録表について 
・塗装作業完了時には桁端部の腹板に退色の生じにくい白色あるいは黒色で塗装記録表を表示

すること。 
 表示内容及び表示位置については図－3.2.50、図－3.2.51鋼道路橋防食便覧）によるのを原

則とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－3.2.50 塗装記録表の表示位置 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－3.2.51 塗装記録表 

塗 装 記 録 表  
    

   塗装年月              年     月 

    

   塗装系（適用規格類）         ○ ○  系 

 

   塗装面積                    m2 
    

          下塗       ○ ○ ○ ○ ㈱ 

   塗装会社   中塗 

          上塗 

    

          下塗       ○ ○ ○ ○ 塗料 

   塗料会社   中塗 

          上塗 

    

   上塗塗色            ○ ○ ○ ○ 色 

    

          下塗       ○ ○ ○ ○ ㈱ 

   塗料製造会社 中塗 

          上塗 

27
cm

 

25
cm

 
1c

m
 

1c
m

 

37cm 

35cm 1cm 1cm 
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２．７ 無塗装用耐候性鋼材の使用 

  2.7.1 一般 

 耐候性鋼材を無塗装で使用する橋種は原則として上路橋とする。 
また使用に際しては、設計上、施工上および景観面への配慮を行うこと。 

解  

1）耐候性鋼材の適用可否の判断については、主管課と協議の上、決定する。 
2）鋼橋の防錆方法は一般に図－3.2.52 のように分類される。本節では耐候性鋼材の裸使用につい

て使用上の注意を述べる。 
     

 
 
 
 
 
 
 

図－3.2.52鋼材の防錆方法 
 

3）耐候性鋼材を無塗装で使用する橋種は、比較的保護性さびが生成され易くかつ実績も増えてき

ている上路橋に適用するのを原則とする。しかし、下路型式、その他については、耐候性鋼材の

使用を制限するものではないが、参考資料①、②、③等の意図を正しく把握した上で準用するこ

と。 
 

4）耐候性鋼材の裸使用適用区域は飛来する塩分量による影響が大きい。本県下全域においては海

岸線より離れており、飛来塩分量の測定を省略して裸使用が可能である。  
 
耐候性鋼材の裸使用に当たっては、以下の2.7.2～2.7.7で述べる適用橋種、適用地域、使用鋼材、

景観面への配慮、設計・施工上の注意等について留意すること。 
 

［出典・参考資料］ 
① 「無塗装耐候性橋梁の設計・施工要領（改訂案） 平成5年3月 

          建設省 土木研究所 
 （社）鋼材倶楽部 
                                （社）日本橋梁建設協会 

② 「耐候性橋梁の手引き」 （社）日本橋梁建設協会 
③ 「鋼橋防食便覧のQ&A」 （社）日本橋梁建設協会 
④ 「鋼道路橋防食便覧」平成26年3月 （社）日本道路協会 

 
 
 
 
 
 
 

普通鋼材 

耐候性鋼用表面処理 

裸 使 用 
耐候性鋼材 Ｗ 材 

鋼 材 

塗装・メッキ 
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2.7.2 適用橋種 

耐候性鋼材を無塗装で使用する橋種は、原則として上路鋼道路橋とする。下路形式、その他

については、耐候性鋼材の使用を制限するものではないが、参考資料等の意図を正しく把握し

た上で準用すること。 

解    

耐候性鋼材の適用を判定するためのフローチャートを以下に示す。まず飛来塩分に着目した

JIS 耐候性鋼材(SMA)または、ニッケル系高耐候性鋼材の適用性の検討を行う。次に、凍結防

止剤散布地域や架橋位置の地形などに着目した耐候性鋼材の適用性の検討を行い、耐侯性鋼材

の適用の判定を行う。 
 

［参考資料］’16デザインデータブック P244 一般社団法人日本橋梁建設協会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－3.2.53耐候性鋼材適用のフローチャート 
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  2.7.3 適用可能地域 

  適用可能地域は、表－3.2.15 に示す通りであり、本県全域においては飛来塩分量の測定を

省略して使用が可能である。 

解  

表－3.2.15 飛来塩分量の測定を省略して良い地域 

地域区分 飛来塩分量の測定を省略して良い地域 

日本海沿岸部 
Ⅰ 海岸線から 20km を越える地域 

Ⅱ 海岸線から 5km を越える地域 

 太平洋沿岸部 海岸線から 2km を越える地域 

 瀬戸内海沿岸部 海岸線から 1km を越える地域 

沖縄 なし 

 

  2.7.4 使用材料 

（1）鋼材 

構造用鋼材は JIS G3114 溶接構造用耐候性熱間圧延鋼材及び JIS G 3140（橋梁用

高降伏点鋼板のうち、SMA400W、SMA490W、SMA570W、SBHS400W、SBHS500W

を使用するものとする。 

（2）鋼種の選定 

     鋼板の板厚および形鋼の使用種類は可能な限り少なくするのが良い。 

（3）耐候性高力ボルト 

無塗装耐候性橋梁に用いる高力ボルトは、耐候性トルシア形高力ボルトを用いるも

のとする。 

解   

（1）溶接構造用耐候性熱間圧延鋼材については、JIS G3114（1988 年）に、通常裸使用さ

れる W 種と塗装を行って使用される P 種が規定されている。しかし、今までの研究成

果と使用実績から、共通編において P 種に比べ初期工事費が安く、維持管理費も低減で

きる W 種に使用が限定されたことから選定鋼種の対象も W 種に限定することとした。 

 

（2）耐候性鋼材は鋼材のうちでも特殊な鋼種であり、その使用量はあまり多くない。した

がって、種々の板厚の鋼材のロールチャンスが常にあるとは限らないので、板厚の種類

はできるだけ多岐にわたらないようにするのがよい。 

耐候性鋼材の形鋼についても同様で、比較的入手しやすい種類を選定し、種類は多く

ならないようにするのが望ましい。参考として、これまでの無塗装耐候性橋梁で比較的

多く使用されている形鋼の種類を表－3.2.16 に示す。 
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表－3.2.16 無塗装耐候性橋梁でよく使用されている形鋼の種類 

品種 規格 標準断面寸法(mm) 

等辺山形鋼 SMA490AW 

 ７５×  ７５× ９ 
 ９０× ９０×１０ 
１００×１００×１０ 
１３０×１３０× ９ 
１３０×１３０×１２ 

不等辺山形鋼 SMA490AW １２５× ７５×１０ 

溝形鋼 SMA490AW ２５０× ９０×９×１３ 
３００× ９０×９×１３ 

H 形鋼 SMA490AW ４００×２００×８×１３ 

CT 形鋼 SMA400AW 
 ９５×１５２× ８× ８ 
１１８×１７６× ８× ８ 
１１８×１７８×１０× ８ 
１４４×２０４×１２×１０ 

フィラープレート SPA-H 相当 ３．２×１２１９×３０４８ 
４．５×１２１９×３０４８ 

  

2.7.5 景観・湿気・漏水に対する配慮 

 使用に当たっては、設計・施工の両面から、景観・湿気・漏水に対する下記の項目など

の配慮が必要である。 

（1）橋台・橋脚および橋梁下の路面などをさび汁で汚すことがある。 

（2）鋼材の仮置き中や床版打設前に、鋼材表面にさびむらが発生することがある。 

解  

（1）橋座面上は一般に風通しが悪く塵芥や結露水がたまるなど腐食しやすい環境にあり以

下のような対策が必要である。 

①  橋座面に排水勾配を付ける。 

②  支承位置には台座を設け、通風性を良くする。 

③  伸縮継手は非排水構造とする。 

④  桁端部内側の部分塗装を施す。（内面塗装と同様の仕様を基本とする。） 

⑤ 桁ウェブやパラペットに切欠きを設ける。 

⑥ 下フランジに止水板を取り付ける。 
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 （2）凍結防止剤散布などによる塩害に対しては、周辺の橋梁などの構造物の腐食状況を確

認した上で適切な対策を施すこと。 

 

 

 

 

 

 

 

（a）下部天端の工夫例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（b）鋼製フィンガージョイントの非排水形式の例    （c）部分塗装の最小限範囲 

 

 

 

 

 

 

 

（d）地面が迫った地形での部分塗装    （e）凍結防止剤を大量に散布する場合の部分塗装 
 

図－3.2.54 景観・湿気・漏水に対する構造の配慮 
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2.7.6 設計上の注意について 

（1）設計一般 

1）県内における温泉地域内においては、硫化水素の影響を考慮し、耐候性鋼材の使用に

十分注意すること。 

2）耐候性鋼材の表面に保護性さびが生成されやすいように構造細目に配慮すること。 

3）凍結防止剤を散布する橋梁においては、特に排水処理に注意を要する。 

（2）腐食代 

   設計において、腐食代は考慮しなくて良いものとする。 

（3）高力ボルト継手 

1）主桁の部材間には 10～20mm の隙間をあけるのがよい。 

2）ボルトの最大中心間隔は圧縮、引張にかかわらず表－3.2.17 の小さい方の値とする。

ただし、形鋼の場合はこの規定によらなくてもよい。 

表－3.2.17 ボルトの最大中心間隔 

ボルト 

の呼び  

最大中心間隔 

t p g 

M20 130 12t  

M22 150 千鳥の場合は 15t―3／8g 12t 

M24 170 ただし、12t 以下  

ここに、t：外側の板または形鋼の厚さ（mm） 

p：ボルトの応力方向の間隔（mm） 

g：ボルトの応力直角方向の間隔（mm） 

 

3）ボルト孔の中心から材片の重なる部分の縁端までの距離は、ボルトの呼び径  

M20、M22、M24 に関して 50mm 以下とする。 

4）フィラーを使用する連結および公称板厚の異なる連結はできる限り避けるのがよい。 

やむを得ずフィラーを用いる場合はフィラー板にも耐候性鋼材を使うのがよい。 

（4）水平部材 

     水平部材は雨水、結露水などの自然排水が可能な構造とすること。 

（5）補剛材 

     主桁外側の垂直補剛材は、下端部に 50mm 以上のスカーラップを設けるものとする。 

（6）格点構造 

     トラス橋やアーチ橋の格点部は自然排水が可能で、通気性の良い構造とすること。 

（7）箱断面の内面処理 

     箱断面の内面は塗装を施すことを標準とする。 
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（8）桁端部周辺 

1）桁端部、伸縮装置には塗装を施すことを標準とする。 

2）伸縮装置には非排水型式を使用すること。 

（9）防水層 

     床版には防水層を設けるものとする。 

（10）排水装置 

     排水装置からの路面汚水が鋼桁にかからないよう排水装置の設置には注意をすること。 

（11）高欄、地覆 

     高欄および地覆には耐候性鋼材の無塗装使用は避けること。 

 

解  

（1）1）一般に鋼材は同一大気環境であっても、その鋼材が使われている位置や向きによっ

て腐食の状態が著しく異なるが、既設の無塗装耐候性橋梁の観察結果から一般的に次

の事が言える。 

① 雨水が直接降りかかり、かつ水切れの良好な部分は保護性さびが形成し易い。 

② 風通しの良い内側の垂直面、水切れの良い水平下面は①に比べて保護性さびの形成が

やや遅れるが、問題はない。 

③ 水平に置かれた材片の上面は泥、塵埃などにより水分が保持され易いために保護性さ

びの形成が遅れるが、風通しの良い開かれた部分では保護性さびが形成するものとし

てよい。 

④ 材片が重なる部分も、開かれた場所で風通し、水切れが良好であれば保護性さびが形

成するものと考えられる。 

⑤ 空気が通うことのできる閉じた断面の内部は結露し易く、乾燥し難いので、保護性さ

びを形成しない場合がある。 

⑥ 汚水が掛かったり降雨によって跳ねが掛かる部分、または雨水などの水切れに際して

水みちになる部分は保護性さびが形成し難い。 

⑦ 泥や水がたまる面は保護性さびを形成しない。 

したがって、設計に際しては次の事象をできる限り防止、緩和するように努めるのが

よい。 

      イ）泥、塵埃の堆積 

  ロ）滞水 

  ハ）結露 

  ニ）床版、伸縮装置、配水管の破損による漏水 

  ホ）雨水の定常的な水みち 

  なお、主桁端部などのように、構造上の配慮で腐食環境を改善し難い箇所は、部

分的に塗装を施すなどの処置が必要である。 
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2）良好な大気環境の中では、無塗装耐候性橋梁の成否は水の処置の良否にかかってい

るといえる。床版や排水装置の不具合により、路面からの雨水が耐候性鋼材に直接か

かることがあると、その箇所の保護性さびの形成が期待できない。その上、凍結防止

剤の散布により、路面水に塩化物が混入すると、局部的に著しい腐食を招く恐れがあ

るので、無塗装耐候性橋梁では特に路面水の排水に注意する必要がある。 

（2）一般的な環境条件下では、耐候性鋼材の 50 年後推定板厚減少量は、概ね 0.3mm 程度

と非常に小さく、設計において鋼材の腐食代を考慮する必要はない。 

（3）1）主桁下フランジの高力ボルト連結部は、母材間のすき間が乾燥し難く、滞水するこ

ともあるため、母材間の間隔を広く開け、下面側の連結板を分割することにより、水

抜き、乾燥を容易にする構造とするのが良い。すき間間隔は 10～20mm 程度とするこ

とで滞水が起こり難くなる。 

I 桁の腹板の高力ボルト継手は上フランジ下面と連結板端面の間などで乾燥し難い

すき間をなくすようにその間隔を広くする。腹板の連結板を分割せず 1 枚板にするこ

とも滞水防止を考えた構造として望ましい。（図－3.2.55） 

I 桁下フランジ連結部の下面側の連結板は分割するなどのことにより、水抜き、乾

燥をより容易にすることができる。（図－3.2.56） 

箱桁下フランジ側の連結板は１枚板とする。ただし、張出し部の連結板は分割する。

下フランジの自由突出幅は小さくしても効果がみられないため、塗装橋梁と同様の突

出幅とする。（図―3.2.57） 

 

2）ボルトの配置は、板相互間の密着をできるだけよくするためにボルト間隔をなるべ

く小さくし、格子配列とすることが望ましい。しかし、形鋼については表－3.2.17 に

よることが難しい場合（例えば、CT 形鋼の最大中心間隔 g など）があるので緩和規

定を設けた。 

 

3）2）と同様の理由から最大縁端距離は道路橋示方書に規定される最小縁端距離を下

回らない範囲で、なるべく小さくするのがよい。条文のとおり、最大縁端距離は 50mm

を標準とした。ただし、アーチリブの箱断面などのように、フランジ連結板の端部が

腹板を覆うようにすることが困難な場合には最大縁端距離を外側の板厚の 6 倍以下と

してよい。 

 

4）フィラーを使用した連結部では、接触面の周辺で毛細管現象により滞水が起こるこ

とが考えられる。したがって、耐候性鋼橋梁ではできる限りフィラーを用いる連結は

避けるのがよい。やむを得ずフィラー板を用いる場合は、フィラー板にも耐候性鋼材

を使うのがよい。薄板の JIS 耐候性鋼材が入手し難い場合は、高耐候性鋼材 SPA-H

またはその相当品などを使用し、母材と同等の耐候性が確保されるようにする。 
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図―3.2.55 腹板の連結板 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図―3.2.56 I 桁下フランジの連結板 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図―3.2.57 箱桁の自由突出および連結板 
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（4）水平部材には雨水、結露水等が溜まり易いので、縦断勾配や横断勾配だけで自然排水

できない場合は、以下のような方法などで自然に排水できる構造とするのがよい。 

1）フランジなど水平部材 

I 断面部材の下フランジは、腹板との溶接によって上向のひずみが残り滞水する恐

れがあるので、予めフランジに逆ひずみを通常より大きく付けて溶接後も下向きの勾

配が残るような製作法をとってきた。しかし、その効果は明確でなく、実際の橋梁で

は少なからず勾配などがあるために、強制的な排水勾配を設けなくても滞水すること

は少なくさび状態が悪くなったという報告はない。むしろ逆に、環境の厳しいところ

では強制的な排水勾配を設けたことによって雨水による水洗いがないフランジ面に

層状剥離さびが発生したといった報告もある。したがって、極端な逆ひずみは好まし

くなく、一般の塗装橋梁と同様に滞水が起こらない程度に製作するのがよい。（図－

3.2.58(a)参照）。  

アーチ橋の横構のように、部材の傾きが大きく、逆ひずみ等で対応できない場合に

は、腹板に図－3.2.59 に示すような水抜きのための切欠きを設けるのがよい。ただ

し、切欠き付近に高い応力が繰り返し作用する場合には、疲労損傷が懸念されるので、

切欠きを必要とする構造は避けるのがよい。 

 

2）トラス弦材  

 トラス弦材などで、腹板を下に出した組み方をした場合も同様なことが起こるため

採用を避けるのがよいが、一般環境にあっては問題が顕著に現れていないため、構造

上避けられない場合はこの限りではない。（図―3.2.58(b)参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    (a)強制的に設けたそり            (b)腹板を下に出した組み方 

図－3.2.58 避けたい構造 
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図－3.2.59 傾斜した横構の排水の注意点 

 

（5）垂直補剛材の下端は、補剛材、腹板、下フランジの 3 材片が交差する部分である。こ

の部分は桁に縦断勾配があれば滞水することとなる。そこで、外側の垂直補鋼材はこの

部分に通常よりも大きいスカーラップを設け、滞水を防ぐようにすることとした。なお、

支点上の垂直補鋼材については、スカーラップを除いた断面での応力照査が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.2.60  補鋼材下端部のスカーラップ 

 

 

 

 

 

 



第 3 編 設計 第 2 章 鋼橋 
 

 ３―９７

（6）トラス橋やアーチ橋の格点部は、雨水の滞水や泥、塵埃の堆積等が生じ易い。それら

を避けるために、格点部の構造は排水性、通気性のよい構造にするのがよい。（図－3.2.61） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.2.61 格点構造 

 

（7）一般に箱桁の内部は気密ではなく、結露や雨水進入により湿潤になり易いと考えられ

ている。また、箱桁内に導かれた排水管の損傷などによる漏水、連結部のすき間を通

して床版ひびわれからの漏水などで内部に滞水することがある。したがって、箱桁の

内面は、通常の塗装橋梁と同様の塗装を施すのがよい。 

ただし、トラス部材の箱断面や鋼床版の閉断面縦リブのように、完全に密閉された

箱断面の場合には、塗装橋梁と同様に内面を塗装しなくてもよい。 

箱桁内面を塗装したことにより、内面部材は普通鋼材でよいが、連結板のような内

面板と外面板とが同一形状で製作、架設において混乱を招く恐れのあるものについて

は誤用をさけるため耐候性鋼材を使用するのがよい。 

（8）1）桁端部は通気性が悪く、また構造物の連続性が途切れる部位であり、路面排水処理

の不備や、伸縮装置の漏水などにより桁を長期間湿潤になることがある。このような

ことから、桁端部は防食上の弱点でもあるため、地面との空間が取れずに風通しの悪

い部位など良好な環境が望めない範囲の部位には塗装を施すのがよい。連続桁の中間      

橋脚部も通気性が比較的悪く、同様の配慮をするのが望ましい。 

塗装範囲は図－3.2.54(c)～(e)のように下部構造の天端上の範囲を目安として、桁が

地面に迫っているような地形ではその範囲を目安として塗装するのがよい。凍結防止

剤を散布する路線の橋では、地覆の不連続部から路面排水が外桁の外面側に流れ落ち

て桁を濡らす場合や伸縮装置の損傷部から路面排水が落ちて桁を濡らす場合があり、

このような場合では外桁外面を含めて桁の高さと同じ程度の範囲を塗装するのがよ

い。このとき塗装色については無塗装部との色調の相違を考慮して景観上の観点から

配慮するのが望ましい。 
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     2）伸縮装置については、桁端部を塗装する場合にも、排水装置からの漏水によって無

塗装部分に影響を及ぼさないように、非排水形式を使用するのがよい。 

（9）道路橋示方書では、主として鉄筋コンクリート床版の耐久性向上のため、アスファル

ト舗装とする場合は、防水層を設けるものとされている。無塗装耐候性橋梁の場合、劣

化した床版からの漏水が主桁等の保護性さびの形成を妨げる恐れがあるため、床版及び

主桁等の両者の耐久性向上の観点から防水層を設けることが望ましいとした。防水層の

設計・施工にあったては「道路橋床版防水便覧」（（社）日本道路協会、平成 19 年 3 月）

によるのがよい。 

なお、鋼床版ではグースアスファルト舗装が使用され、グースアスファルト舗装が使

用されない場合には一般に防水層が設けられる。その場合、デッキプレートの継手に高

力ボルトを用いると、その連結部の防水層が不完全になる場合があるのでより慎重に施

工する必要がある。  

 また、排水装置周辺等の水の集まる箇所の排水工、防水工に特に注意する必要がある。 

 

（10）ここでいう排水装置には、路面汚水を直接排水する配水管の他、床版と舗装の間の水

を抜くための水抜き孔なども含んでいる。その配置を誤った場合、あるいは配水管の目

詰まり等により継ぎ目などから漏水が生じた場合、路面汚水が鋼部材を濡らして保護性

さびの形成を妨げることがある。したがって、排水装置の設計にあたっては次の事項に

配慮しなければならない。 

1）排水管は排水桝から鉛直に下ろし、鋼部材の下端からの突出長を十分確保した垂れ

流しの構造が望ましい。 

2）やむを得ず、横引き構造の排水装置とする場合には、次の事項について配慮が必要

である。 

①十分な排水勾配を付ける。 

②大口径の管を使用する。 

③排水装置のジョイントはできるだけ漏水が生じない構造とし、鋼部材の直上は

避けるのがよい。 

3）床版に水抜き孔を設ける場合には、その排水が鋼部材にかからないようにホース等

により、排水処理する必要がある。さらに、凍結防止剤の散布により路面汚水に塩化

物が多量に含まれる場合には、上記の排水処理について特に注意を払う必要がある。 

 

（11）耐候性鋼材のさびに対して歩行者が違和感等を持つことが懸念されるため、高欄や鋼

床版の地覆など歩行者の接近する部材には、耐候性鋼材の無塗装使用を避けるのがよい。 
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2.7.7 施工上の注意について 

（1）黒皮処理 

耐候性鋼材を無塗装使用する場合、鋼材は原板ブラストにより表面の黒皮を除去した

ものを使用することを標準とする。 

（2）部材の仮置き、輸送 

部材の仮置きは、雨水などの滞水や泥水のはね返りなどがないよう、姿勢、高さに配

慮すること。 

（3）コンクリート床版の施工 

 1）コンクリート床版は、鋼桁の架設後すみやかに打設すること。 

 2）コンクリートの打設は、鋼部材にコンクリートやモルタル、土砂が付着しないよう

注意すること。 

解    

（1）黒皮がついたままで暴露された耐候性鋼材は、黒皮の付着が均質でないため、黒皮部

分とさびとのむらが生じ、黒皮がすべて剥離した後もさびの色むらが残ることがある。

このことから、無塗装使用する耐候性鋼材の表面は黒皮を除去するのを標準とした。 

なお、原板ブラストにより黒皮を除去した場合は、工場製作時に付着した埃、油脂、

マーキング等を除去しなければならない。 

（2）竣工後のさびの色むらを防止するため、この記述を設けた。 

（3）1）鋼桁を据え付け後、床版打設までの間に雨がかかると、下部構造や桁下の路面等を

さび汁で著しく汚染することがあるので、できるだけ鋼桁を雨ざらしにしないことが

望ましい。 

   2）コンクリート、モルタル、土砂などが鋼材に付着し、しばらく経つと、それらを除

去しても付着のない箇所とのさびむらが生じていることがある。また、モルタル等は

さびの色に対して対称的であるため、外観を著しく損ねることとなる。特にモルタル

等は乾燥後の除去が困難であるので、それらが鋼部材に付着しないように注意すると

ともに、万一、付着してしまった場合には水洗い等ですみやかに除去するものとする。 
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２．８ 現場溶接構造 

2.8.1 一般 

現場溶接は、美観性、経済性における有意性から使用実績が増加してきている。 
しかし、架設上あるいは溶接施工上において注意を要し、採用する際には現場における施工法

を十分検討した上で選択すること。 

解  

現場溶接を採用するにあたっては下記項目を検討し、総合的判断により決定する必要がある。 

① 極力溶接部を無応力とし、静止状態で施工できること。 
② 施工性（継手の位置、変形対策、作業姿勢、作業足場の設置など）に問題がないこと。 
③ 施工時の作業環境に問題がないこと。 
④ 適正な工期が得られること 
⑤ 作業者及び第三者に安全上問題がないこと。 
これらを設計時、施工前に十分検討し、場合によっては設計や架設工法の変更を行う必要

がある。 
表－3.2.18 に設計・製作・架設・溶接施工面より、橋梁構造部材への一般的な現場溶接の

適性をまとめた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



第 3 編 設計 第 2 章 鋼橋 
 

 ３―１０１

表－3.2.18 構造部材別現場溶接の採用適性一覧 

部 材 設計 製作 架設 
溶接 
施工 

技術

的総

合 
評価 

美 観 

鋼
床
版 

デッキプレート ◎ ◎ ○ ◎ ◎ 変わらず 

Uリブ ○ △ ○ ○ ○ 変わらず 

開リブ ◎ △ △ △ △ 変わらず 

円形橋脚（柱） ◎ ◎ ○ ◎ ◎ 著しく向上 

角
形
橋
脚 

柱 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ 著しく向上 

横梁 ◎ ◎ ○ ○ ○ 著しく向上 

縦リブ ◎ △ △ △ △ 変わらず 
Y 
形 
橋 
脚 

柱 ◎ ◎ ○ ○ ◎ 著しく向上 

箱
桁 

上フランジ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ 変わらず 

ウェブ垂直継手 ◎ ○ △ ○ ○ 著しく向上 

下フランジ 
断面方向 ◎ ◎ ○ ○ ◎ 著しく向上 

シーム方向継手 ◎ △ △ △ △ 著しく向上 

下フランジの縦リブ ◎ ○ △ △ △ 変わらず 

ウェブ水平継手 ◎ △ △ △ △ 著しく向上 
 
I 
桁 

上下フランジ ◎ ◎ ○ ○ ○ 著しく向上 

ウェブ ◎ ○ △ ○ ○ 著しく向上 

斜張橋タワー ◎ ◎ ○ ◎ ◎ 著しく向上 

トラス・アーチパイプ構造 ○ ○ △ △ △ 著しく向上 

（◎：適している ○：可能である △：課題が多い） 
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2.8.2 高力ボルト接合と現場溶接について 

高力ボルト接合と現場溶接継手の特徴を比較整理すると以下のとおりである。 

解   

   現在、現場継手の主流は高力ボルト接合が一般的であるが、美観面より現場溶接継手が増

加してきている。 

高力ボルト接合と現場溶接継手の比較をおこなうと表－3.2.19 のとおりである。 

表－3.2.19 高力ボルト接合と現場溶接継手の比較 

項目 高力ボルト継手 現場溶接継手 

美観 △ 
良いとは言えないが、目立たない

場合も多い。 
○ 良い。 

塗装 
(メンテナンス) 

△ 添接部は塗装が劣化しやすい。 ○ 良い。 

設計 △ 
孔引控除による断面減少あり。 
厚板・高張力鋼ではボルト数が多

くなる。 
○ 

継手位置選定の自由度が高

い。 

鋼重 △ 
孔引控除による断面減少により、

板厚が増える場合がある。 
○ 

減少する。板厚が大きくなる

ほど有利。 

製作 ○ 
孔明け作業あり。再現性の良い仮

組ができる。 
○ 

孔明け作業がなくなる。ただ

し、現場溶接部の製作精度を

高める必要がある。 
現場作業 
及び設備 

○ 
容易。 
通常の足場でよい。 

△ 
容易でない。電力設備(大容量

発電機)、防風設備が必要。 

作業員 ○ 橋梁特殊工で施工できる。 △ 
溶接技能を有する橋梁特殊工

が必要。 

検査 ○ 締付検査。 ○ 非破壊検査。 

期間 ○ 短い。 △ 
架設工程においては溶接工程

がクリティカルパスになるこ

とが多い。 

変形 ○ 変形はない。 △ 形状管理が必要である。 

（○：適する △：若干問題がある） 

 

2.8.3 主構造の部材別の現場溶接採用の適否 

 現場溶接を採用する際には、適用構造物別に設計、製作、施工面より十分な検討を行うこ

と。 

解   

現場溶接の採用にあたっては、表－3.2.20~表－3.2.25 に記載する、橋梁の部材別の現場

溶接に関する設計、製作、架設、溶接性一覧表を参考とすること。 

 



第 3 編 設計 第 2 章 鋼橋 
 

 ３―１０３

溶
接
法

 （
例

）
 

サ
ブ
マ
ー

ジ
 

ア
ー
ク
溶

接
 

（
裏
波
）

 
 

ガ
ス
シ
ー

ル
ド

 
ア
ー
ク
溶

接
 

（
裏
波
）

 

被
覆
ア
ー

ク
 

溶
接

 
（
裏
当
金

）
 

 
ガ
ス
シ
ー

ル
ド

 
ア
ー
ク
溶

接
 

（
裏
当
金

）
 

行
う
と
す

れ
ば

 
被
覆
ア
ー

ク
溶
接

 

（
裏
は
つ

り
両
面

施

工
）

 

美
観

 

変
わ
ら
ず

 

変
わ
ら
ず

 

変
わ
ら
ず

 

技
術
的
総

合
評
価

 

◎
 

す
で
に
溶

接
継
手

が

標
準
と
な

っ
て
き

て

い
る
。
舗

装
厚
を

確

保
す
る
に

は
有
利

で

あ
る
。

 ○
 

実
績
も
多

く
、
適

用

可
能
で
あ

る
が
、

施

工
性
や
裏

当
て
金

付

き
の
突
合

せ
溶
接

継

手
の
疲
労

強
度
が

低

い
こ
と
か

ら
、
道

路

橋
示
方
書

で
は
ボ

ル

ト
継
手
を

標
準
と

し

て
い
る
。

 △
 

架
設
（
組

立
）
お

よ

び
溶
接
施

工
に
は

問

題
が
多
く

、
実
績

も

ほ
と
ん
ど

な
い
。

 

溶
接

施
工

 

◎
 

裏
波

溶
接

方
法

が
確

立
さ

れ
て

お
り

、
特

に
問

題
は

な
い

。
た

だ
し

、
キ

ャ
ン

バ
ー

変
形

に
は

注
意

を
要

す
る

。
な

お
、

曲
線

桁
で

横
断

勾
配

が
大

き
い

場
合

に
は

、
溶

接
施

工
上

の
注

意
を

要
す

る
 ○

 

ル
ー

ト
の

溶
融

に
注
意

を
要

す
る

。
ウ

ェ
ブ
近

傍
の

Ｕ
リ

ブ
は

溶
接
で

き
な

い
場

合
が

あ
る
か

ら
設

計
上

注
意

を
要
す

る
。

 
 

△
 

バ
ル

ブ
部

分
の

溶
接

に
難

が
あ

る
。

 

架
設

 

○
 

U
リ

ブ
が

ボ
ル

ト
継

手
の

場
合

で
も

エ
レ

ク
シ

ョ
ン

ピ
ー

ス
を

設
け

る
こ

と
で

、
組

立
上

の
問

題
は

な

い
。

 
キ

ャ
ン

チ
レ

バ
ー

遂

次
架

設
の

と
き

は
工

程
上

の
問

題
が

生
じ

る
場

合
が

あ
る

。
 

○
 

溶
接

を
採

用
し

た
場

合
は

、
現

場
取

付
用

Ｕ
リ

ブ
を

人
力

で
扱

え
る

大
き

さ
に

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

△
 

溶
接

継
手

に
す

る
と

孔
が

な
い

か
ら

組
立

上
か

ら
は

不
利

。
別

途
に

エ
レ

ク
シ

ョ
ン

ピ
ー

ス
を

つ
け

る
こ

と
は

実
際

的
で

は
な

い
。

 

製
作

 

◎
 

ボ
ル

ト
継

手
に

比
べ

孔
あ

け
は

な
く

な
る

が
、

薄
板

で
あ

り
開

先
精

度
向

上
の

た
め

の
工

数
が

か
か

る
。

 
中

床
版

、
側

床
版

が
あ

と
架

設
の

場
合

、
仮

組
で

は
鋼

床
版

自
重

に
よ

る
キ

ャ
ン

バ
ー

差
へ

の
影

響
に

つ
い

て
配

慮
が

必
要

で
あ

る
。

 △
 

U
リ

ブ
の

芯
ず

れ
に

注
意

を
要

し
、

課
題

が
多

い
。

 △
 

開
先

加
工

が
困

難
で

あ
る

。
 

設
計

 

◎
 

ボ
ル
ト
継

手
よ

り
溶

接
の
ほ
う

が
設

計
上

の
問
題
は

少
な

い
。

 

○
 

ボ
ル
ト
継

手
が

標
準

で
あ
る
が

、
設

計
上

は
ボ
ル
ト

継
手

の
ほ

う
が
困
難

な
と

き
が

あ
り
、
こ

の
場

合
は

裏
当
金
付

き
の

完
全

溶
け
込
み

溶
接

と
す

る
。

 

◎
 

溶
接
継
手

と
し

て
設

計
す
る
こ

と
は

可
能

で
あ
る
。

 

部
材

 

 
鋼
床
版

 

デ
ッ
キ
プ

レ
ー
ト

 

 
鋼
床
版

 

U
リ

ブ

 

鋼
床
版

 
開
リ
ブ

 

（
バ
ル
ブ

プ
レ
ー

ト
）

 

 
表
－

3.
2.

20
 

部
材
別
現
場
溶
接

 採
用
の
適
否
（
そ
の

1）
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 ３―１０４

 

 

 

 

 

 

溶
接
法

 （
例

）
 

ガ
ス
シ
ー

ル
ド

 
ア
ー
ク
溶

接
 

（
裏
波
、
裏

は
つ

り
両
面

施
工
）

 
 

被
覆
ア
ー

ク
溶
接

 

（
裏
は
つ

り
両
面

施

工
）

 

ガ
ス
シ
ー

ル
ド

 
ア
ー
ク
溶

接
 

（
裏
波
）

 
 

被
覆
ア
ー

ク
溶
接

 

（
裏
は
つ

り
両
面

施

工
）

 

ガ
ス
シ
ー

ル
ド

 
ア
ー
ク
溶

接
 

（
裏
波
）

 
下

フ
ラ

ン
ジ

に
は

上
向

溶
接
も
用

い
ら
れ

る
。

 
 

ウ
ェ
ブ
に

は
エ
レ

ク

ト
ロ
ガ
ス

ア
ー
ク

溶

接
（
裏
波

）
も
用

い

ら
れ
る
。

 

美
観

 

著
し
く

 
向
上
す
る

 

著
し
く

 
向
上
す
る

 

著
し
く

 
向
上
す
る

 

技
術
的
総

合
評
価

 
◎

 

ボ
ル
ト
継

手
の
方

が

例
が
少
な

く
、
溶

接

が
最
適
で

あ
る
。

 

◎
 

施
工
例
が

多
い
。

溶

接
継
手
に

す
る
の

が

有
利
で
あ

る
。

 

○
 

実
績
は
柱

の
場
合

に

比
べ
て
少

な
い
が

、

溶
接
す
る

こ
と
に

大

き
な
問
題

は
な
い

。
 

溶
接

施
工

 
◎

 

実
績

が
多

く
、

問
題

は
少

な
い

。
 

◎
 

ガ
ス

シ
ー

ル
ド

ア
ー

ク
溶

接
の

裏
波

工
法

が
定

着
し

、
安

定
し

た
施

工
が

で
き

る
。

 

○
 

下
フ

ラ
ン

ジ
、

ウ
ェ

ブ
（

厚
板

）
の

溶
接

は
、

柱
の

場
合

に
比

べ
て

施
工

性
が

劣

る
。

ウ
ェ

ブ
に

ス
カ

ラ
ッ

プ
を

設
け

、
下

フ
ラ

ン
ジ

の
溶

接
を

行
う

場
合

も
あ

る
。

 

架
設

 
○

 

組
立

上
は

孔
が

あ
っ

た
方

が
よ

い
が

、
エ

レ
ク

シ
ョ

ン
ピ

ー
ス

を
取

付
け

る
こ

と
で

解
決

で
き

る
。

 

○
 

縦
リ

ブ
を

ボ
ル

ト
継

手
と

す
る

こ
と

で
、

組
立

上
の

問
題

は
な

い
。

さ
ら

に
外

面
に

も
エ

レ
ク

シ
ョ

ン
ピ

ー
ス

を
つ

け
る

こ
と

が
多

い
。

 ○
 

（
柱

の
場

合
と

同
様

）
 

た
だ

し
、

ベ
ン

ト
が

必
要

に
な

る
場

合
が

あ
る

。
 

製
作

 
◎

 

ボ
ル

ト
継

手
に

す
る

と
曲

面
で

あ
り

、
孔

あ
け

作
業

も
し

に
く

い
。

鋼
管

の
巻

き
精

度
に

よ
っ

て
は

目
違

い
が

生
じ

る
。

 

◎
 

溶
接

に
す

る
と

孔
あ

け
作

業
は

な
く

な
る

が
、

精
度

の
よ

い
開

先
を

作
る

た
め

に
は

工
数

が
か

か
る

。
 

◎
 

（
柱

の
場

合
と

同

様
）

 

設
計

 
◎

 

設
計
上
の

問
題
は

な

い
。

 

◎
 

溶
接
に
す

る
こ
と

に

設
計
上
の

問
題
は

な

い
。
大
型

橋
脚
で

は

溶
接
継
手

で
な
け

れ

は
設
計
で

き
な
い

場

合
が
あ
る

。
隅
角

部

近
傍
に
継

手
を
設

け

る
こ
と
も

可
能
で

あ

る
。

 

◎
 

溶
接
継
手

位
置
に

自

由
度
が
あ

り
、
設

計

上
有
利
な

場
合
が

多

い
。
隅
角

部
近
傍

に

継
手
を
設

け
る
こ

と

も
可
能
で

あ
る
。

 

部
材

 

 
円
形
橋
脚

 
柱

 

 

 
角
形
橋
脚

 
柱

 

 

 
角
形
橋
脚

 
横
梁

 

 

表
－

3.
2.

21
 

部
材
別
現
場
溶
接

 採
用
の
適
否
（
そ
の

2）
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 ３―１０５

 

 

 

 
溶
接
法

 （
例

）
 

行
う
と
す

れ
ば
、

被

覆
ア
ー
ク

溶
接
の

裏

は
つ
り
両

面
施
工

。
 

ガ
ス
シ
ー

ル
ド

 

ア
ー
ク
溶

接
 

（
裏
は
つ

り
両
面

施

工
ま
た
は

裏
波
）

 

鋼
床
版
デ

ッ
キ
プ

レ

ー
ト
と
同

様
。

 

美
観

 

変
わ
ら
ず

 

著
し
く

 
向
上
す
る

 

変
わ
ら
ず

 

技
術
的
総

合
評
価

 
△

 

実
績

が
ほ

と
ん

ど
な

く
、

ま
た

溶
接

継
手

と

す
る

こ
と

の
利

点
は

見

い
だ

せ
ず

、
ボ

ル
ト

継

手
の

方
が

架
設

上
（

主

メ
ン

バ
ー

の
開

先
精

度

上
）
も
有

利
で
あ

る
。

 
 

◎
 

溶
接
施
工

が
困
難

で

な
け
れ
ば

、
角
形

橋

脚
と
同
様

に
有
利

で

あ
る
。

 ◎
 

溶
接

施
工

 
△

 

箱
内

面
の

作
業

と
な

る
。

溶
接

長
の

短
い

割
に

は
両

端
に

エ
ン

ド
タ

ブ
を

つ
け

ね
ば

な
ら

ず
、

そ
れ

ら
の

除
去

・
仕

上
げ

を
含

め
、
工

数
が

か
か

る
。
 

○
 

（
水

平
継

手
で

は
角

形

橋
脚

と
同

様
）

 
傾

斜
継

手
で

は
施

行
法

の
確

認
が

必
要

で
あ

る
。

 
分

岐
部

内
側

の
外

面

か
ら

の
溶

接
施

工
が

困
難

な
場

合
が

あ

る
。

 

（
鋼

床
版

デ
ッ

キ
プ

レ
ー

ト
と

同
様

）
 

架
設

 
△

 

孔
が

な
い

の
で

、
組

立
上

不
利

で
あ

る
。

 

○
 

（
角

形
橋

脚
柱

と
同

様
）

 
分

岐
箇

所
に

近
い

縦

リ
ブ

は
ボ

ル
ト

継
手

に
で

き
な

い
場

合
が

あ
る

の
で

、
組

立
用

治
具

が
必

要
と

な

る
。

 

製
作

 
△

 

仮
組

が
し

に
く

い
。

 

◎
 

（
角

形
橋

脚
柱

と
同

様
）

 

設
計

 
◎

 

溶
接
継
手

と
し
て

設

計
す
る
こ

と
に
は

問

題
な
い
。

 ◎
 

設
計
上
の

問
題
は

な

い
。
継
手

位
置
が

分

岐
箇
所
に

近
す
ぎ

る

と
溶
接
継

手
で
な

け

れ
ば
設
計

で
き
な

い

場
合
が
あ

る
。

 

部
材

 

 
角
形
橋
脚

 
縦
リ
ブ

  

Y
形
橋
脚

 
柱

 

 

 
箱
桁

 
上
フ
ラ
ン

ジ
 

    

表
－

3.
2.

22
 

部
材
別
現
場
溶
接

 採
用
の
適
否
（
そ
の

3）
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 ３―１０６

 

溶
接
法

 （
例

）
 

ガ
ス
シ
ー

ル
ド

 
ア
ー
ク
溶

接
 

（
裏
波
）

 
 

エ
レ
ク
ト

ロ
ガ
ス

 
ア
ー
ク
溶

接
 

（
裏
波
）

 
 

被
覆
ア
ー

ク
溶
接

 

（
裏
波
）

 

ガ
ス
シ
ー

ル
ド

 
ア
ー
ク
溶

接
 

（
裏
波
）

 
 

サ
ブ
マ
ー

ジ
 

ア
ー
ク
溶

接
 

（
裏
波
）

 

ガ
ス
シ
ー

ル
ド

 
ア
ー
ク
溶

接
 

（
裏
波
）

 
 

サ
ブ
マ
ー

ジ
 

ア
ー
ク
溶

接
 

（
裏
波
）

 

美
観

 

著
し
く

 
向
上
す
る

 

著
し
く

 
向
上
す
る

 

著
し
く

 
向
上
す
る

 

技
術
的
総

合
評
価

○
 

実
績
も
多

く
、
総

合
的

に
み
て
、

溶
接
に

す
る

こ
と
に
問

題
は
な

い
。

 

◎
 

実
績
が
多

い
。

 

△
 

シ
ー

ム
方

向
の

溶
接

は

ダ
イ

ヤ
フ

ラ
ム

や
横

リ

ブ
の

切
欠

き
が

必
要

で

あ
り
、
変

形
対
策

等
を
含

め
て
施
工

上
難
が

あ
る
。

 
美
観
以
外

に
は
利

点
が

少
な
い
。

 

溶
接

施
工

 
○

 

ウ
ェ

ブ
が

変
形

し
や
す

い
。

上
下

端
の

ス
カ
ラ

ッ
プ

処
理

が
必

要
で
あ

る
。
自

動
溶

接
の

場
合
、

上
端

ま
た

は
下

端
に
溶

接
残

し
が

で
き

る
。
こ

こ
は

半
自

動
溶

接
ま
た

は
被

覆
ア

ー
ク

溶
接
で

施
工

す
る

。
 

○
 

下
向

溶
接

で
は

問
題
は
少

な
い

が
桁

高
が

低
い
場
合

に
は

作
業

性
に

難
が
あ

る
。

 
上

向
き

溶
接

で
は

溶
接
層

数
が

多
く

な
り

、
能
率
が

低
下

す
る

。
ビ

ー
ド
の
仕

上
げ

、
エ

レ
ク

シ
ョ
ン
ピ

ー
ス

の
除

去
お

よ
び
仕
上

げ
作

業
は

上
向

き
姿
勢
と

な
る

の
で

工
数

が
か
か

る
。

ま
た

変
形

に
注
意
を

要
す

る
。

 △
 

下
向

溶
接

で
は

問
題
は
少

な
い

が
桁

高
が

低
い
場
合

に
は

作
業

性
に

難
が
あ

る
。

 
上

向
き

溶
接

で
は

溶
接
層

数
が

多
く

な
り

、
能
率
が

低
下

す
る

。
ビ

ー
ド
の
仕

上
げ

、
エ

レ
ク

シ
ョ
ン
ピ

ー
ス

の
除

去
お

よ
び
仕
上

げ
作

業
は

上
向

き
姿
勢
と

な
る

の
で

工
数

が
か
か

る
。

ま
た

変
形

に
注
意
を

要
す

る
。

 

架
設

 
△

 

内
側

に
エ

レ
ク

シ
ョ

ン

ピ
ー

ス
が

必
要

で
あ

る
。

 

○
 

架
設

上
の

配
慮

が
必

要
で

あ
る

。
 

溶
接

施
工

上
の

切
欠

き
処

理
対

策
が

必
要

で
あ

る
。

 
下

フ
ラ

ン
ジ

の
溶

接
ひ

ず

み
な

ど
の

た
め

作
業

性
に

難
が

あ
る

。
 △
 

架
設

上
の

配
慮

が
必

要
で

あ
る

。
 

溶
接

施
工

上
の

切
欠

き

処
理

対
策

が
必

要
で

あ

る
。

 
下

フ
ラ

ン
ジ

の
溶

接
ひ

ず
み

な
ど

の
た

め
作

業

性
に

難
が

あ
る

。
 

製
作

 
○

 

孔
あ

け
作

業
は

な
い

が
、

開
先

精
度

を
高

め

る
必

要
が

あ
る

た
め

に

工
数

が
か

か
る

。
 

◎
 

問
題

は
少

な
い

。
 

△
 

問
題

は
少

な
い

。
 

設
計

 
◎

 

設
計
上
の

問
題
は

な
い

。
 

◎
 

設
計
上
の

問
題
は

な
い

。
 

内
面
か
ら

下
向
溶

接
す

る
場

合
は
、
溶

接
方
法

に
応

じ
て

ウ
 ェ

ブ
や
リ

ブ
の

切
欠

き

が
必
要
で

あ
る
。

 

◎
 

シ
ー
ム
方

向
の
溶

接
で

は

ダ
イ
ヤ
フ

ラ
ム
や

横
リ

ブ

の
切
欠
き

が
必
要

で
あ

る
。
 

部
材

 

箱
桁

 
ウ

ェ
ブ

垂
直
継
手

 

 

箱
桁

 
下

フ
ラ
ン

ジ
 

断
面

方
向

継
手

 

 

箱
桁

 
下

フ
ラ
ン

ジ
 

シ
ー

ム
方

向
継
手

 

 

表
－

3.
2.

23
 

部
材
別
現
場
溶
接

 採
用
の
適
否

（
そ
の

4）
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溶
接
法

 （
例

）
 

ガ
ス
シ
ー

ル
ド

 
行
う
と
す

れ
ば

 
被
覆
ア
ー

ク
溶
接

 

（
裏
は
つ

り
両
面

施

工
）

 

ガ
ス
シ
ー

ル
ド

 
ア
ー
ク
溶

接
 

（
裏
波
ま

た
は

 

裏
は
つ
り

両
面

 

施
工
）

 

ガ
ス
シ
ー

ル
ド

 
ア
ー
ク
溶

接
 

（
裏
波
）

 

ガ
ス
シ
ー

ル
ド

 
ア
ー
ク
溶

接
 

（
裏
波
）

 
 

エ
レ
ク
ト

ロ
ガ
ス

 
ア
ー
ク
溶

接
 

（
裏
波
）

 
 

被
覆
ア
ー

ク
溶
接

 
（
裏
波
）

 
 

美
観

 

変
わ
ら
ず

 

著
し
く

 
向
上
す
る

 

著
し
く

 
向
上
す
る

 

著
し
く

 
向
上
す
る

 

技
術
的
総

合
評
価

 
△

 

溶
接

に
す

る
こ

と
の

効

果
は
少
な

い
が
、
設
計
上

や
む

を
得

な
い

場
合

に

は
溶
接
と

す
る
。
基
本
的

に
は

ボ
ル

ト
継

手
の

方

が
よ
い
。

 △
 

技
術
的
に

は
施
工

上
難

が
あ
り
、

美
観
以

外
に

は
利
点
が

少
な
い

。
 

○
 

極
厚

板
の

場
合

は
溶

接

が
適
し
て

い
る
。

 

○
 

総
合
的
に

み
て
、

溶
接

に
す
る
効

果
は
少

な
い

が
、
溶
接

の
適
用

は
可

能
で
あ
る

。
 

溶
接

施
工

 
△

 

低
い

姿
勢

で
の

立
向
き

溶
接

で
あ

り
、

容
易
な

溶
接

と
は

い
い

が
た

い
。

 

△
 

他
の

部
位

に
比

べ
板
厚

は
薄

い
が

、
溶

接
能
率
は

き
わ

め
て

低
い

。
溶
接
変

形
に

注
意

を
要

す
る
。
下

向
き

で
施

工
で

き
れ
ば

問
題

は
な

い
（

○
印
）。

 

○
 

下
フ

ラ
ン

ジ
で

は
、
ウ
ェ

ブ
位

置
で

ビ
ー

ト
継
ぎ

を
要

す
る

。
 

 

△
 

溶
接

能
率

が
よ

く
な
い

 
（

ガ
ス

シ
ー

ル
ド

ア
ー

ク
溶

接
）。

自
動

溶
接
の

場
合

、
上

端
ま

た
は
下

端
に

溶
接

残
し

が
で
き

る
。

こ
こ

は
半

自
動
溶

接
ま

た
は

被
覆

ア
ー
ク

溶
接

で
施

工
す

る
。

 

架
設

 
△

 
下

フ
ラ

ン
ジ

を
下

向
き

溶
接

の
場

合
、

一
部

切

欠
い

て
お

い
た

縦
リ

ブ

を
、

下
フ

ラ
ン

ジ
溶

接

後
取

付
け

る
が

、
ひ

ず

み
が

生
じ

や
す

く
難

が

あ
る

。
 

△
 

組
立

に
は

多
く

の
エ

レ

ク
シ

ョ
ン

ピ
ー

ス
を

要

し
、
か

つ
目

違
い

直
し

に

も
工

数
が

か
か

る
。

 

○
 

フ
ラ

ン
ジ

幅
に

比
べ

大

き
い

エ
レ

ク
シ

ョ
ン

ピ

ー
ス

が
必

要
で

あ
る

。
 

△
 

目
違

い
修

正
な

ど
に

工

数
が

か
か

る
。

 

製
作

 
○

 

特
に

問
題

は
な

い
。

 

△
 

工
場

内
ハ

ン
ド

リ
ン

グ

上
で

問
題

が
あ

る
。

ウ

ェ
ブ

が
波

状
変

形
を

生

じ
や

す
い

の
で

、
ボ

ル

ト
継

手
の

方
が

よ
い

。
 

◎
 

特
に

問
題

は
な

い
。

 

○
 

孔
明

け
作

業
は

な
い

が
、

開
先

精
度

を
高

め

る
必

要
が

あ
る

。
 

設
計

 
◎

 

下
フ
ラ
ン

ジ
を
下

向
き

溶

接
す
る
場

合
、
大

き
な

切
欠

き
を
設
け

る
必
要

が
あ

る
。

上
向
き
溶

接
の
場

合
は

切

欠
き
を
設

け
な
い

。
 

◎
 

設
計
上
の

問
題
は

な
い

。
 

◎
 

特
に
問
題

は
な
い

。
 

◎
 

特
に
問
題

は
な
い

。
 

上
下
端
に

切
欠
き

を
設

け

る
必
要
が

あ
る
。

 

部
材

 

箱
桁

 

下
フ

ラ
ン

ジ
の
縦

リ
ブ

  

箱
桁

 

ウ
ェ

ブ
水

平
継
手

 

 上 下 フ ラ ン ジ ウ ェ ブ 

 
Ｉ

桁
 

 

表
－

3.
2.

24
 

部
材
別
現
場
溶
接

 採
用
の
適
否
（
そ
の

5）
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溶
接
法

 （
例

）
 

ガ
ス
シ
ー

ル
ド

 
ア
ー
ク
溶

接
 

（
裏
波
）

 

ガ
ス
シ
ー

ル
ド

 
ア
ー
ク
溶

接
 

（
裏
波
）

 

美
観

 

著
し
く

 
向
上
す
る

 

著
し
く

 
向
上
す
る

 

技
術

的
総

合
評
価

 

◎
 

△
 

不
可
能
で

は
な
い

が
、

施
工
上
難

が
あ
る

。
美

観
上
の
要

求
が
大

き
い

場
合
に
は

採
用
さ

れ

る
。

 

溶
接
施
工

 

角
形

橋
脚

（
柱

）
の

場
合

と
同

様
 

△
 

一
継

手
の

溶
接
長

が
短
い

た
め

、
施

工
能
率

が
悪
い

。 
小

さ
い

閉
断
面
部

材
で

は
、

内
面

で
の
作

業
が
で

き
な

い
。

 
ま

た
、

エ
レ
ク
シ

ョ
ン
ピ

ー
ス

や
エ

ン
ド
タ

ブ
の
除

去
、

仕
上

げ
作
業

は
全
姿

勢
と

な
り

工
数
が

か
か

る
。

 

架
設

 

△
 

架
設

工
法

（
片

持
ち

式
工

法
な

ど
）

に
よ

っ
て

は
、

エ
レ

ク
シ

ョ
ン

ピ
ー

ス
の

強
度

か
ら

採
用

で
き

な
い

場
合

が
あ

る
。

 

製
作

 

○
 

構
造

に
よ

っ
て

は
、

立

体
仮

組
立

て
が

で
き

な

い
。

 
全

箇
所

に
エ

レ
ク

シ
ョ

ン
ピ

ー
ス

が
必

要
に

な

る
。

 
ま

た
、

架
設

工
法

や
順

序
に

応
じ

て
溶

接
変

形

を
考

慮
し

た
製

作
が

必

要
と

な
る

。
 

設
計

 

○
 

小
さ
い
閉

断
面
部

材
で

は

裏
当
金
を

用
い
た

片
面

溶

接
と
な
り

品
質
確

保
へ

の

配
慮
が
必

要
で
あ

る
。

 

部
材

 

斜
張
橋
タ

ワ
ー

 

 
ト

ラ
ス
・

ア
ー
チ

 
パ
イ
プ
構

造
 

 

表
－

3.
2.

25
 

部
材
別
現
場
溶
接

 採
用
の
適
否
（
そ

の
6）
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2.8.4 主構造部以外の現場溶接について 

 主構造部以外についても現場溶接を採用するにあたっては、設計、製作、施工面より十分な検討を行うこ

と。 

解  

 主構造部以外の現場溶接の採用にあたっては、表－3.2.26~表－3.2.27 に記載する、橋梁の部材別の現場

溶接に関する設計、製作、架設、溶接性一覧表を参考とすること。 
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備
考

 

施
工
空
間
の
確
認
が
必
要

 

ゴ
ム
沓
の
場
合
溶
接
に
よ
る
熱

影
響

を
配

慮
す

る
必

要
が

あ

る
。

 

 施
工
空
間
の
確
認
が
必
要

 

 デ
ッ
キ
プ
レ
ー
ト
溶
接
線
と
の

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
の
確
認
が
必
要

 

溶
接
姿
勢

 

水
平

 

立
向
き
な
ど

 

立
向
き

 

下
向
き

 

水
平

 

機
能
・
目
的

 

沓
、
調
整
プ
レ
ー
ト
の
固
定

 

化
粧
板
や
フ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
含

め
た
側
縦
桁
の
美
観
を
考
慮

 

伸
縮
装
置
や
排
水
の
取
り
合
い

関
係
で
溶
接
構
造
と
な
る
場
合

 

幅
員
が
広
い
場
合
や
既
設
橋
梁

の
拡
幅
で
幅
員
が
増
加
す
る
場

合
 

主
構
造
の
接
合
完
了
後
施
工
さ

れ
る
場
合
、
美
観
と
防
水

 

構
造
概
要

 
部
位

 

①
 沓

の
溶
接

 

②
側
縦
桁
の
現
場
継
手

 

③
桁
端
横
リ
ブ
の
現
場
継
手

 

④
伸

縮
装

置
フ

ェ
イ

ス
プ

レ

ー
ト
の
溶
接

 

⑤
鋼
製
地
覆
、
高
欄
の
取
付
け

 

 

表
－

3.
2.

26
 主

構
造
以
外
の
現
場
溶
接
例
（
そ
の

1）
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備
考

 

  

溶
接
姿
勢

 

水
平

 

下
向
き

 

水
平

 

機
能
・
目
的

 

舗
装
厚
が
薄
く
ボ
ル
ト
に
よ
る

取
付
け
が
不
向
き
の
場
合

 

弛
み
止
め
と
し
て
固
定
す
る
場

合
 

構
造
概
要

 

  

部
位

 

⑥
 ハ

ン
ド

ホ
ー

ル
等

の
蓋

の

取
付
け

 

⑦
 ア

ン
カ
ー
ボ
ル
ト
の
固
定

 

 

 

 

表
－

3.
2.

27
 主

構
造
以
外
の
現
場
溶
接
例
（
そ
の

2）
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2.8.5 供用下における鋼構造物の補強・補修時の現場溶接 

作業中の構造物の安全性、作業後の継手および部材性能を確保することが可能と判断され

た場合には、供用下において溶接を行ってもよい。 

判断に際しては、次の項目に注意を払う必要がある。 

（1）静荷重の作用による部材、構造物の不安定現象 

（2）振動による溶接欠陥 

（3）変動荷重の作用による高温割れ 

なお、静荷重、振動、変動荷重の影響はそれぞれ独立して扱ってよい。 

解  

 設計に際しては以下の配慮を行うこと。 

1) 作業中の構造物の安全性 

2）作業後の継手および部材性能 

 

 施工に際しては以下の配慮を行うこと。 

  供用下の溶接では、作業中の構造物の安全性、および作業後の継手・部材の

性能確保について十分な注意を払わなければならない。 

 特に、健全な部材に損傷を与えないよう配慮しなければならない。 

 

 

［出典・参考資料］ 

 「鋼橋の現場溶接」 （橋建協編‘05－3） 

 「鋼橋の設計と施工」第 3 編 （橋建協編‘91－2） 

 「供用下にある鋼構造物の溶接施工指針（案）」 

  平成 5 年 2 月（社）日本鋼構造協会 
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２．９ 疲労設計 

  2.9.1 適用範囲 

 疲労設計にあたっては、「道示Ⅱ 8 章 疲労設計」及び「鋼道路橋の疲労設計指針」の規

定を満足するものとする。 

解   

 この規定は、道路橋のうち主として鋼製の上部構造における自動車荷重に対してこれを

適用する。 

 

  2.9.2 疲労設計一般 

（1）疲労設計にあたっては、疲労強度が著しく低い継手、及び溶接の品質確保が難しい構

造の採用を避けることとし、活荷重等によって部材に生じる応力変動の影響を評価して

必要な疲労耐久性を確保する。 

（2）設計計算による応力度の公称値と部材に発生する実応力との関係が明らかな場合には、

応力による疲労耐久性の照査を行わなければならない。 

（3）設計計算による応力度の公称値と部材に発生する実応力との関係が明らかでない場合

には、二次応力に対する疲労耐久性が確保できるよう細部構造に配慮しなければならな

い。 

解   

（1）疲労耐久性の確保のためには、疲労強度が著しく低い継手の採用を原則避けることが

必要である。なお、過去に疲労損傷を生じたことのある構造と類似の構造を採用する場

合には、二次応力や応力集中の影響について特に慎重に検討することが必要である。 

 また、溶接部の品質確保が困難な継手を極力用いない配慮をすることも必要である。 
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疲労に対する安全性が確

保されているとみなして

よい条件をすべてみたす 

床版 

Yes 

No 

NG 

開始 

設計条件の整理 
 ・設計で考慮する期間 
 ・大型車交通量 
 ・構造検討結果 
 ・構造解析モデル 

継手形式の選定 
(各継手の疲労強度の設定) 

構造計算によって算出した公称応

力と部材に発生する実応力との関

係が明らかである。 

構造解析による 
変動応力の算出 

終了 

補正係数 

継手の許容応力 
範囲の算出 

平均応力 
(応力比)の影響 

板厚の影響 

一定振幅応力に対する応力範囲の打

切り限界を用いた照査 
⊿σmax≦⊿σｃｅ・ＣＲ・Ｃｔ 

疲労設計荷重の 
載荷回数の算出 

累積損傷を 
考慮した疲労照査 

D≦1.00 

一般的な 
ｺﾝｸﾘｰﾄ 
床版

道示Ⅱ 
9.2(RC床版) 
9.3(PC床版) 
により設計 

鋼床版 

一般的な条件

を満たす 

鋼床版構造を設計 
(ﾃﾞｨﾃｰﾙ対処) 

別途検討 

No 

Yes 

OK 

NG 

継手形式変更 

断面・継手位置変更 

No 

No 

No 

No 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

2.9.3 疲労設計の流れ 

 疲労設計は以下のフローチャートにより行う。 

図－3.2.62 疲労設計の流れ 
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解  

（1）コンクリート床版を有する標準的な鋼桁橋において、表－3.2.28 の条件を全て満たす

場合は、疲労に対する安全性が確保されているとみなしてよい。 

表－3.2.28 疲労に対する安全性が確保されているとみなしてよい条件 

橋梁形式 コンクリート床版を有する鋼桁橋 

使用継手 
「道路橋示方書・同解説Ⅱ鋼橋・鋼部材編 8.3.2」に示される 

疲労強度等級 A～F に分類される継手 

使用鋼種 SS400,SM400,SM490,SM490Y,SM520, 
SMA400,SMA490, SBHS400 

支間長 最小支間長が 50m 以上 

ADTTSLi 1000 台/（日・車線）以下 

 

 

（2）一定振幅応力に対する応力範囲の打切り限界による照査とは、着目する継手の応力範

囲の最大値が一定振幅応力に対する応力範囲の打切り限界以下である場合には、疲労耐

久性が確保されているものとする。 

（3）一定振幅応力に対する応力範囲の打切り限界による照査を満足しない場合は、設計で

考慮する期間における応力範囲とその回数を用いて、線形累積被害則に基づく照査を行

う。このとき、変動振幅応力に対する応力範囲の打切り限界以下の応力範囲については、

その影響を無視してよい。 

（4）床版では、自動車荷重によって生じる応力に対する舗装の剛性、輪荷重のばらつき、

輪荷重走行位置の分布などの影響が大きく、設計計算で得られる応力範囲を基にした疲

労安全性の照査で適切な評価を行うことが一般に困難である。そこで、道路橋示方書に

示される適用範囲に限定した上で、疲労耐久性が確保できる細部構造等の構造詳細の規

定を満足することにより、疲労に対する安全性が確保できるものとする。 
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  2.9.4 応力度による疲労照査 

（1）作用する応力範囲の最大値が各継手の一定振幅応力に対する打ち切り限界としての応

力以下であることを確認する。 

（2）（1）を満たさない場合、繰返載荷によって継手に作用する応力変動を考慮して、線形

累積被害則に基づく照査を行う。 

（3）上記の照査条件を満たさない場合は以下の対処を行う。 

①継手の変更 

 当該継手を疲労強度等級の高い継手に変更する。 

②継手位置の変更 

 発生応力の低い位置に継手位置を変更する。 

③構造の変更 

 板厚を変更して発生応力を低減し、形式を変更する。 

解  

 応力度による疲労照査は以下の式により実施する。 

 

（1） 一定振幅による照査式 

直応力に対して   ⊿σmax�⊿σce・CR・Ct 

せん断応力に対して ⊿τmax�⊿τce 

ここで、 

⊿σmax , ⊿τmax ：対象継手部の最大応力範囲 

⊿σce, ⊿τce  ：一定振幅応力に対する応力範囲の打切り限界 

     CR ：平均応力の影響を考慮する場合の補正係数 

  「道路橋示方書・同解説Ⅱ鋼橋・鋼部材編 8.3.3 平均応力（応力

比）の影響」により決定する。 

     Ct ：板厚の影響による補正係数  

  「道路橋示方書・同解説Ⅱ鋼橋・鋼部材編 8.3.4 板厚の影響」に

より決定する。 
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（1）の一定振幅による照査式を満たさない場合は、以下の累積損傷度の照査式にて照査

を行う。 

（2）累積損傷度による照査式 

D≦1.00 

ここで、 

 

 

       D ： 累積損傷度、D＝ΣDi 

      Di  ： 車線 i に対する疲労設計荷重の移動載荷による累積損傷度 

                 Di＝Σ（nti/Ni,j） 

nti  ： 設計で考慮する期間に考慮する疲労設計荷重の載荷回数  

                nti＝ADTTSLi・γn・365・Y 

     ADTTSLi ： 一方向一車線（車線 i）当たりの日大型車交通量、 

          γn  ： 頻度補正係数（標準的には 0.03 としてよい）  

           Y ： 設計で考慮する期間（100 年としてよい） 

    ADTT ： 一方向当りの日大型車交通量 

 nL ： 車線数 

 γL ： 車線交通量の偏りを考慮するための係数 

偏りがない場合にはγL＝1.0 とする。 

走行車線と追越車線毎に偏りがあるとする場合には、γL＝1.2 とし、

もう一方の車線をγL＝0.8 とする。  

 Ni,j ： 疲労設計曲線より求められる⊿σi,j または⊿τi,j に対応する疲労寿命   

⊿σi,j ,⊿τi,j     ： 車線 i に対する疲労設計荷重一組の移動載荷によって得られる j 番目

の応力範囲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.2.63 累積被害則の考え方 
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２．１０ 少数主桁 

  2.10.1 設計の基本 

（1）少数主桁橋は、PC 床版や鋼コンクリート合成床版を用い、I 断面の主桁を 2 本配置し

た形式を基本とする。 

（2）横構を省略し、床版にて横方向力を伝達する構造とする。 

（3）適用支間は 60ｍ程度までとする。 

（4）少数主桁の採用にあたっては、将来の床版打替えを想定した計画とする。 

解   

（1）主桁本数を少なくすることにより、

材片数、部材数や溶接延長を低減でき、

製作工数の低減と現場作業の効率化に

より経済性を図れることから、I 断面の

主桁を 2 本とした構造を基本とする。 

 床版の長支間化に対しては、PC 床版

や鋼コンクリート合成床版を適用する

ものとする。 

 

 

図－3.2.64 数主桁橋 

 

（2）床版を PC 床版や鋼コンクリート合成床版とすることにより、剛度や耐久性が向上し、

健全性が維持できることから、従来横構に期待していた風荷重・地震力等の水平荷重の伝

達をすべて床版で受け持つものとする。 

（3）耐風安全性の検討において床版剛性を期待して、横構なしで設計が可能であることを

FEM 解析により確認できているのが支間 60m までであることから、適用最大支間長を

60m 程度と規定した。 

 少数主桁は直橋において採用することを基本とするが、これまでの実積から斜角 75゜

以上、R=1000m 程度を採用の目安とする。ただしバチ型は適用外とする。 

平面曲線に対しては、曲線桁とすることを原則とする。 
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（4）少数主桁の採用にあたっては、被災時に何らかの損傷を受けた場合に被災時の現道交

通に与える影響を配慮すること。 

【復旧作業が困難な箇所】 

・河川、湖沼、海における橋梁の水上部分 

・山岳部等の地形状況から補修作業の困難な橋梁 

・その他復旧が困難な箇所 

【被災時に迂回路の確保が困難な箇所】 

・迂回路そのものがない箇所 

・迂回路が損傷を受ける可能性が高い箇所 

・その他迂回路の確保が困難な恐れのある箇所 
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  2.10.2 全体系の解析 

（1）鉛直荷重に対しては平面任意形格子理論により断面力を算出するものとする。 

（2）水平荷重（風、地震）に対しては、床版を介して伝達することを前提とし、支点上横

桁・支点上補剛材の設計には床版剛性を考慮するものとする。 

（3）完成系の安全性とともに、架設系など施工時の安全性についても検討するものとする。 

解   

（1）床版の剛性により水平力を伝達させるため、支点付近では床版からの力を補剛材や横

桁を介して支承に確実に伝達出来るように、床版と主桁および支点上横桁は確実に接合

することとする。 

（3）架設時は、横倒れ座屈などを十分検討した上で施工するものとし、必要に応じて仮設

材を設けて安全性を確保するものとする。 

 

  2.10.3 主桁の配置 

 主桁の間隔は最大 6m 程度とする。 

解   

 床版支間が 6m の実物大床版を用いた移動載荷試験が JH で行われており、疲労に対して

の耐久性が確認されていることから、この条文を規定したものである。 

 

  2.10.4 補剛材 

（1）中間横桁取付部の垂直補剛材は、主桁下フランジの固定点としての剛度が確保でき、

かつ横桁からの端モーメントを伝達できる断面とする。 

（2）荷重集中点の補剛材における上フランジと垂直補剛材の溶接部は完全溶け込み溶接と

する。 

（3）支点上補剛材は横桁と主桁からなるラーメンの柱として剛度の確保及び、応力の伝達

が可能なように設計するものとする。 

解   

（1）垂直補剛材と主桁腹板および中間横桁で構成されるラーメンフレームが、主桁フラン

ジの固定点としての十分な剛度を確保できるように、「鋼道路橋設計便覧第 5 章」のポニ

ートラスの垂直材と同様の照査を行うとともに、横桁の桁高が低いことなどから、横桁

の端部のモーメントに対して十分抵抗できる断面とすることを規定したものである。 

（2）上フランジと横桁が取り付く垂直補剛材の溶接は、床版の回転変形を拘束することか

ら応力集中が発生する。従って、この部分の溶接を完全溶け込み溶接とする。 
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  2.10.5 ずれ止め 

 床版とのずれ止めは、原則として頭付きスタッドを使用する。 

解   

 PC 床版少数主桁橋では、風荷重や地震に対し床版剛性を考慮しており、床版や橋面舗装

による地震時の慣性力や壁高欄および、遮音壁の受ける風圧力は、床版から支点付近のずれ

止めを伝って、支点上横桁、支点へと伝わる。従って、ずれ止めは、橋軸方向と橋軸直角方

向のせん断力を受けるため、方向性に依存しない頭付きスタッドを用いるものとする。 

 スタッドは主桁の輸送・架設において支障となる場合があるため、特にプレキャスト PC 

床板の場合は、その架設にも配慮してネジ付きスタッドを標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.2.65 ネジ付きスタッド配置図 
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  2.10.6 横桁 

（1）横桁断面は、横桁と垂直補剛材によって形作られる U 型フレームとして必要な断面を

確保するものとする。 

（2）横桁間隔は、主桁圧縮フランジの固定間距離に配慮して決定するものとする。 

（3）中間横桁は、原則として施工性を考慮し、H 形鋼を用いるものとする。また、その取

付け位置は中段配置を基本とするものとする。 

（4）横桁と主桁の連結は、横桁に発生する断面力を垂直補剛材に確実に伝達できる構造と

するものとする。 

（5）端支点上横桁及び中間支点上横桁は耐震性を考慮した構造とするものとする。 

解   

（1）圧縮フランジの固定点としての剛度を確保するため、「鋼道路橋設計便覧第 5 章」によ

りポニートラスにおける U 型フレームとして必要な断面を確保することを規定したもの

である。 

 

 

ここで、 

      C ：所要剛度 

      E ：ヤング率 

      I1 ：腹板の有効幅＋垂直補剛材の柱としての断面二次モーメント 

   腹板の有効幅は「道示Ⅱ11.5.2」によるものとする。 

      I2 ：中間横桁の断面二次モーメント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.2.66 U 型フレーム 

 

 

 

C＝ 
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h2（3BI1＋2hI2） 
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（2）中間支点付近の主桁下フランジは圧縮側となり、主桁固定点間距離が長くなると許容

応力度が低減され、中間支点付近の横桁間隔をむやみに大きくするのは経済性を考える

と不利になることから、一般的には横桁間隔は支点付近を 5m 程度、その他は 10ｍ程度

を目安とするものとする。 

（3）中間横桁は、工場で製作するビルト H と H 形鋼の使用が考えられるが、一般的には

工場製作の省力化から H 形鋼を使用するものとする。 

（4）U 形フレームとして必要な剛度を確保し、横桁端部に発生する断面力を確実に伝達で

きる構造とするものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.2.67 横桁接合構造 

（5）端支点上横桁及び中間支点上横桁については耐震性を考慮してコンクリートを巻き立

てる構造が良い。 

 橋台パラペットと桁端との遊間が少なく型枠の離脱が困難な場合は、鋼製型枠もしく

は埋設型枠を使用する。または、パラペット側のコンクリート巻立てを省略することも

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.2.68 端支点上横桁コンクリート巻立て図 
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図－3.2.69 中間支点上横桁コンクリート巻立て図 
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  2.10.7 床版設計一般 

（1）少数主桁橋の床版は、PC 床版や鋼コンクリート合成床版とする。 

（2）PC 床版は、床版支間方向を PC 構造、床版支間直角方向は RC 構造として設計するも

のとする。 

解   

（1）少数主桁橋の床版としては、プレキャスト PC 床版、場所打ち PC 床版、鋼・コンクリ

ート合成床版の実績がある。 

 PC 床版は、現場打ち PC 床版とプレキャスト PC 床版がある。PC 床版の採用に際し、

場所打ち PC 床板は、現場施工においてひびわれの発生に注意が必要であり、プレキャス

ト PC 床版は部材の製作、運搬や架設方法について検討を行うものとする。 

なお、プレキャスト PC 床版は「JIS A 5373 推奨仕様 2-4 道路橋用プレキャスト PC 床

版」に準じるものとする。 

 鋼コンクリート合成床版は、一般に曲線や斜角がある場合に採用を検討することが多

い。鋼コンクリート合成床版を検討する場合は、「合成床版設計・施工の手引き（平成 20 

年 10 月）(社)日本橋梁建設協会」を参考とする。 

 鋼コンクリート合成床版の下鋼板の防食は亜鉛アルミ溶射、溶融アルミ溶射、溶融亜

鉛メッキ、塗装、無塗装耐候性鋼材から選択するものとする。 

（2）PC 床版支間方向は PC 構造とする。また、床版支間直角方向は、RC 構造とするが、

過度のひびわれが発生し床版全体の剛性が低下しないよう、鉄筋の引張応力度を照査す

ることとし、その制限値は鉄筋の疲労強度やひびわれ幅を考慮して、160N/mm2 以下と

する。 

 

  2.10.8 床版支間と床版厚 

  床版支間の取り方および床版の最小厚は、表－3.2.29 によるものとする。 

表－3.2.29 床版支間の取り方および床版厚 

 

 

 

解   

（1）鋼橋の PC 床版の支間は、桁の回転拘束力等が不明であることから、主鉄筋あるいは

横締め PC 鋼材配置方向に測った支持桁の中心間隔とすることとした。 

（2）鋼橋の PC 床版厚は、6m 支間の連続版について疲労載荷試験を実施した結果、道示Ⅱ

から求めた最小全厚にて床版の耐荷力・耐久性が確認できたため、道示Ⅱ11.2.4 により

算出することとした。 

床版支間の取り方 床版支間は主鉄筋あるいは横締め PC 鋼材配

置方向に測った支持桁の中心間隔とする。 
床版厚 道示Ⅱ11.2.4 により求めるものとする。 
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2.10.9 床版の設計曲げモーメントおよび応力度の照査 

（1）T 荷重（衝撃を含む）および死荷重による床版の単位幅（1m）あたりの設計曲げモー

メントは、道示Ⅱ11.2.3 により求めるものとする。 

（2）床版の部材寸法、横締め PC 鋼材は、表－3.2.30 に示す制限値を満足するように決定す

るものとする。 

表－3.2.30 制限値と決定項目 

 

 

 

解   

（1）T 荷重による床版の設計曲げモーメントの算出は、道示Ⅱ11.2.3 に規定する床版支間

長の適用範囲内では、道示式によるものとする。PC 床版少数主桁橋の死荷重による床版

曲げモーメントは、図－3.2.70 に示すモデル（a）（横桁による主桁の拘束を考慮し、完

全固定としたモデル）と、モデル（b）（主桁の拘束度を無視し、張出しを考慮した単純

梁モデル）により算出するものとする。これは、以下の理由による。 

①PC 床版少数主桁橋の死荷重による床版曲げモーメントは、張出し床版部の影響に

より中間床版部の正の曲げモーメントが打消される傾向にあること。 

②中間横桁による主桁変形拘束の影響により、床版曲げモーメントが橋軸方向の位置

に応じ変化すること。 

③PC 床版少数主桁橋の主桁の拘束度は、実際にはモデル（a）とモデル（b）の中間

にあると考えられること。 

 

 

 

 

 

 

 

(a)完全固定モデル             (b)単純梁モデル 

 

図－3.2.70 床版の死荷重による曲げモーメントを算出するための解析モデル 

制 限 値 決定項目 
全死荷重時：フルプレストレス 

横締め PC 鋼材 
設計荷重時：フルプレストレス 
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2.10.10 床版構造細目 

 PC 床版の構造細目は、道示Ⅱ11.2 よる他、下記に示す事項も満足させるものとする。 

（1）プレキャスト PC 床版の相互の橋軸方向継手は RC ループ継手とし、膨張コンクリート

を用いるものとする。 

（2）床版のハンチは以下のとおりとする。 

1）床版には原則としてハンチを設けるものとし、その高さは 8.0 cm 程度以上とする。 

2）ハンチこう配は 1：5 以上のこう配をつけることを基本とする。 

3）プレキャスト PC 床版のハンチ下面の水平区間は、鋼桁フランジ端より 5cm～15cm         

程度余裕を持たせることが望ましい。 

（3）端部の床版はハンチ高だけ増厚するものとし、床版増厚部の長さは少なくとも第一横

桁以上を確保するものとする。 

（4）プレキャスト PC 床版敷設のための無収縮モルタル厚は、フランジ上面から 30mm を

基本とする。 

解   

（1）以下の利点を考慮し、RC ループ継手を用いるものとする。 

1）ループ内のコンクリートに対して鉄筋の拘束効果があり、必要重ね継手長が短くな

り、間詰め幅を小さくできる。 

2）継手部のコンクリート打設のみの現場施工であり、省力化と経済性の面で優れる。 

3）損傷した場合の床版の取替えが容易で、維持管理面に優れる。 

（3）桁端部の床版増厚は、端部衝撃の影響を緩和し、橋梁全体の振動やそれに伴う騒音を

低減する目的で行うものである。また、増厚範囲については、道示の規定および型枠・

床版施工性の観点から第一横桁の位置（6m 程度）を基本とするが、横桁位置がそれより

も大きい場合には、別途検討するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.2.71 プレキャスト PC 床版ハンチ形状等



第 3 編 設計 第 2 章 鋼橋 
 

 ３―１２８

２．１１ 鋼橋の撤去 

  2.11.1 設計の基本 

床版撤去計画にあたり、破壊する同一床版上での重機作業は原則行わないものとする。 

解   

鋼橋の撤去は、「橋梁撤去工技術マニュアル」[第 5 回 改訂版] 2017 年 9 月 北陸橋梁

撤去技術委員会に準拠するものとする。 

ただし、現場条件により、やむを得ず破壊する同一床版上からの破壊解体の計画を行う場

合は、作業時の荷重（衝撃等含む）に対する橋体の応力照査を行い、踏抜き・座屈や転倒を

防止するための安全措置を計画すること。特に合成桁の床版を撤去する場合は注意が必要で

ある。 

 


